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　大井沢・松前台・御所ケ丘小学校の 5年生が、９月９日㈪に立沢里山で稲刈り
を体験しました。ボランティア団体「立沢里山の会」の指導を受けながら、腰の
高さにまで立派に成長した稲を、仲間と協力しながら一生懸命刈り取っていまし
た。試食が楽しみですね！
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●問合先　市役所財政課　内線 212、213

決算報告
守谷市の家計簿 　平成24年度の一般会計と特別会計の決算が、9月定例議会で認定されました。

　市にどれくらいの収入があって（歳入）、そのお金がどのように使われたのか（歳
出）、平成24年度の決算状況について、一般会計予算を中心にその概要をお知ら
せします。
　また、市役所財政課、中央図書館にて決算書および決算報告書を閲覧できます
ので、ご利用ください。なお、詳しくは市ホームページをご覧ください。

一般会計歳入 226億 9,871万円
	 （対前年度比　10.8％増）

一般会計歳出 209億 8,174万円
	（対前年度比　13.4％増）

内　訳 24年度（万円）23年度（万円）伸び率（％）
自
　
　
主
　
　
財
　
　
源

市 税 1,092,266	 1,087,596	 0.4

繰 入 金 103,870 179,000 ▲ 42.0

繰 越 金 100,017 61,321 63.1

諸 収 入 46,963 50,252 ▲ 6.5

財 産 収 入 38,883 29,609 31.3

分担金及び負担金 31,972 28,534 12.0

使用料及び手数料 9,348 9,123 2.5

寄 附 金 395 392 0.8

依
　
　
存
　
　
財
　
　
源

国庫支出金 350,376 271,232 29.2

市 債 202,280 102,270 97.8

地方交付税 110,554 39,403 180.6

県 支 出 金 96,664 96,495 0.2

地方消費税交付金 50,636 48,157 5.1

地方譲与税 19,102 20,456 ▲ 6.6

地方特例交付金 5,655 15,696 ▲ 64.0

その他（交付金など） 10,890 9,830 10.8

計 2,269,871 2,049,366 10.8

内　訳 24年度（万円）23年度（万円）伸び率（％）

民 生 費 593,996 573,687 3.5

土 木 費 379,096 232,469 63.1

教 育 費 378,859 348,396 8.7

衛 生 費 203,265 146,226 39.0

総 務 費 199,449 196,742 1.4

公 債 費 182,924 189,355 ▲ 3.4

消 防 費 92,564 97,978 ▲ 5.5

農林水産業費 29,313 22,434 30.7

議 会 費 22,408 25,423 ▲ 11.9

諸 支 出 金 9,994 3,935 154.0

そ の 他
（商工費など）

6,306 13,261 ▲ 52.4

計 2,098,174 1,849,906 13.4

市税
48.1％

諸収入2.1％

分担金及び負担金 1.4％

繰入金4.6％繰越金4.4％

財産収入1.7％

県支出金4.3％
地方交付税4.9％

地方消費税交付金 2.2％

国庫支出金15.4％

市債8.9％

地方特例交付金0.3％地方譲与税0.8％
その他（利子割交付金など）
0.5％

寄附金0.0％
使用料及び手数料 0.4％

自主財源
62.7％

依存財源
37.3％

歳入とは、市民税・固定資産税などの市税や、
国・県からの支出金、公共施設の使用料など、
市に入ってくるお金のことをいいます。

歳入
一般会計　226億9,871万円

●	民生費（障がい者や高齢者に対する福祉の充実、子育て支援
などの経費）
○児童（子ども）手当支給事業� 12 億 7,359 万円
○市内民間保育所保育委託事業� 6 億 9,895 万円
○障がい者自立支援給付事業� 4 億 2,919 万円
○生活保護事業� 3 億 3,761 万円
○医療費助成事業� 2 億 8,386 万円
○児童扶養手当支給事業� 1 億 7,295 万円
○児童クラブ運営事業（9児童クラブ）� 8,698 万円
○すこやか医療費助成事業� 8,682 万円
○児童センター運営事業（市民交流プラザ・南守谷）�8,381 万円
○障がい者福祉センター運営事業� 6,398 万円
○児童クラブ建設事業� 4,257 万円
○養護老人ホーム入所措置事業� 1,951 万円

●	教育費（学校教育・生涯学習の充実、文化・スポーツ振興な
どの経費）
○守谷小学校改築事業� 11 億 2,546 万円
○給食提供事業（学校給食調理経費）� 4 億 565 万円
○学校施設買収費（立替金の償還分）� 3 億 4,425 万円
○学校施設整備費（小中学校空調設備）� 3 億 1,802 万円
○私立幼稚園費（就園奨励・保育料補助）� 1 億 3,211 万円
○中央公民館耐震改修工事� 1 億 642 万円
○教育用パソコン経費（PCリース代など）� 6,810 万円
○放課後子ども教室事業� 5,565 万円
○外国語指導助手事業（ALT派遣）� 5,471 万円
○学習支援ティーチャー配置事業� 5,366 万円
○もりや学びの里耐震改修工事� 4,305 万円
○図書資料等整備事業（図書資料費）� 3,738 万円
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●決算報告

市民の皆さんからの税金などを、さまざま
な事業を行うために使うことを歳出といい
ます。

歳出
一般会計　209億8,174万円

平成 24年度

教育費
18.0％

総務費
9.5％

土木費
18.1％

民生費
28.3％

公債費
8.7％

衛生費
9.7％

諸支出金 0.5％

消防費 4.4％
農林水産業費 1.4％

議会費1.1％
その他
（商工費、労働費）0.3％

使われたお金　328,250 円（12.8％増） 納めた市税　156,219 円（2.1％減）

市　民　税 68,738 円（＋ 2.5％）
固定資産税 68,774 円（▲ 6.1％）
都市計画税 11,347 円（▲ 3.7％）
市たばこ税 6,210 円（▲ 2.2％）
軽自動車税 1,150 円（＋ 2.5％）

※（　）は前年度比率
※ 平成 25 年 3 月 31 日現在の人口 63,920
人で算出（住民登録のある外国人を含む）

※ 使われたお金と納めた市税の差額
172,031 円は、法人市民税や市債（借金）、
国・県からの補助など

市
民
一
人
当
た
り
に
す
る
と
…

消防費

衛生費

31,800円（＋38.2％）

14,481円（▲6.1％）

公債費

28,618円（▲3.9％）

民生費

92,928円（＋3.0％）

教育費

59,271円（＋8.1％）

土木費

59,308円（＋62.1％）

総務費

31,203円（＋0.8％）

その他　

10,641円（＋4.0％）

●諸支出金（他の支出科目に含まれない経費）
○基金費（各基金への積立金）� 9,994 万円

●議会費（議会運営のための経費）
○議員報酬等事務� 1 億 6,400 万円
○議会研修等事務� 198 万円
○議員活動費� 143 万円

●	農林水産業費（農林業の振興を図るための支援や生産
基盤整備などの経費）
○戦略作物生産拡大関連基盤緊急整備事業� 6,164 万円
○農業体質強化基盤整備促進事業� 2,926 万円
○水田農業構造改革対策事業� 1,604 万円

●消防費（消防や火災予防などの災害対策のための経費）
○常総地方広域市町村圏事務組合負担金� 8 億 7,455 万円
　（消防）
○消防団員活動事業� 3,176 万円
○消防施設整備事業（防火水槽解体工事ほか）� 1,532 万円

●	公債費（市債の元金・利子や一時借入金の利子を支払
うための経費）
○市債元金償還金� 15 億 6,379 万円
○市債利子等償還金� 2 億 6,545 万円

●衛生費（環境保全、疾病予防、健康増進などの経費）
○常総地方広域市町村圏事務組合負担金� 8 億 579 万円
　（ごみ処理）
○塵芥収集事業（家庭系ごみ収集など）� 2 億 583 万円
○放射線対策事業（放射線量低減化工事など）� 2 億 400 万円
○小児任意予防接種助成事業� 1 億 2,157 万円
○妊婦健康診査事業� 5,763 万円
○がん検診事業� 4,619 万円
○取手市外 2市火葬場組合負担金� 4,116 万円
○高齢者予防接種助成事業� 1,089 万円

●土木費（道路や河川、公園などの社会資本整備の経費）
○松並土地区画整理事業（負担金など）� 19 億 4,581 万円
○公園維持管理事業（植栽管理など）� 3 億 1,536 万円
○坂町清水線整備事業（用地買収など）� 2 億 1,028 万円
○守谷駅前賑わい創出事業（建物賃借など）�1 億 6,171 万円
○郷州沼崎線整備事業（用地買収など）� 1 億 5,484 万円
○道路補修事業� 1 億 2,595 万円
○市道整備改良事業（負担金など）� 1 億 1,101 万円

●	総務費（庁舎や財産の維持管理、戸籍管理、税金の徴
収などの経費）
○庁内ネットワーク運営管理事務� 1 億 1,360 万円
○庁舎施設維持管理経費� 9,067 万円
○市内循環コミュニティバス運行事業� 8,888 万円
○街路灯整備・維持管理事業� 7,206 万円
○選挙費（守谷市長選挙など）� 4,634 万円
○文書配布事業（自治会への委託料など）� 3,174 万円
○市民活動支援センター運営事業� 792 万円
○広報活動事業（広報もりや発行など）� 660 万円
○防犯対策事業（防犯指導員任用など）� 490 万円
○自主防災組織活動育成事業� 105 万円
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●決算報告

特 別 会 計 の 決 算 ◦は主な歳出

●国民健康保険
○歳入� 53 億 3,151 万円（前年度比＋ 9.7％）
○歳出� 50 億 6,559 万円（前年度比＋ 8.3％）
・療養諸費� 28 億 8,348 万円
・後期高齢者支援金等� 7 億 5,531 万円
・共同事業拠出金� 5 億 1,991 万円
●後期高齢者医療
○歳入� 3 億 6,701 万円（前年度比＋ 10.5％）
○歳出� 3 億 6,464 万円（前年度比＋ 10.8％）
・後期高齢者医療広域連合納付金�� 3 億 3,650 万円
・後期高齢者医療保険料徴収経費� 323 万円
●介護保険
○歳入� 25 億 5,781 万円（前年度比＋ 9.7％）
○歳出� 23 億 6,788 万円（前年度比＋ 5.9％）
・居宅介護サービス給付費� 9 億 5,686 万円
・施設介護サービス給付費� 7 億 4,633 万円
●介護サービス事業
○歳入� 1,152 万円（前年度比＋ 16.1％）
○歳出� 961 万円（前年度比＋ 8.5％）
・一般事務費� 566 万円

●農業集落排水事業
○歳入� 4,602 万円（前年度比＋ 13.5％）
○歳出� 4,365 万円（前年度比＋ 12.2％）
・農業集落排水施設維持管理経費� 2,492 万円
●水道事業
○収益的収入� 14 億 3,734 万円（前年度比＋ 2.1％）
○収益的支出� 12 億 4,955 万円（前年度比▲ 7.3％）
・県企業局からの受水費� 5 億 3,232 万円
・給水管布設替工事� 5,503 万円
○資本的収入� 8,046 万円（前年度比▲ 21.0％）
○資本的支出� 2 億 1,951 万円（前年度比▲ 30.7％）
・配水管整備工事� 1 億 8,928 万円
●公共下水道事業
○収益的収入� 15 億 6,356 万円（前年度比＋ 4.7％）
○収益的支出� 13 億　251 万円（前年度比▲ 1.1％）
・汚水処理施設修繕工事� 9,654 万円
○資本的収入� 1 億 9,709 万円（前年度比▲ 25.9％）
○資本的支出� 5 億 3,662 万円（前年度比▲ 38.6％）
・浄化センター改築更新工事� 5,686 万円
・汚水管渠整備工事� 2,117 万円

直近 2か年度末借入金等の残高（元金）

市が持っている土地・建物など

区　分 24年度末（万円）23年度末（万円）対前年度比（％）
一般会計 157 億 7,866 153 億 3,169 ＋ 2.9
うち学校建設等の立替金 27 億 1,813 29 億 2,935 ▲ 7.2

旧守谷駅周辺一体型
土地区画整理
事業特別会計

16億 9,298 18 億 9,215 ▲ 10.5

農業集落排水
事業特別会計 2億 3,709 2 億 4,998 ▲ 5.2

水道事業会計 1億 2,473 1 億 3,802 ▲ 9.6
公 共 下 水 道
事業特別会計 46億 7,435 49 億 5,736 ▲ 5.7

計 225 億 781 225 億 6,920 ▲ 0.3

24 年度 23 年度 対前年度比（％）
土　地 1,391,160.91 ㎡ 1,393,146.01 ㎡ ▲ 0.1
建　物 152,954.82㎡ 149,523.86㎡ ＋ 2.3
基　金 55 億 916 万円 56 億 5,476 万円 ▲ 2.6
物品（公用車） 107 台 112 台 ▲ 4.5
出資金 27 億 6,756 万円 27 億 6,930 万円 ▲ 0.1

市民１人当たりの借入金等残高
352,125 円（前年度比 2,977 円減、▲ 0.8％）

※平成 24 年度末の借入金残高÷人口

市民１人当たりの預貯金など
86,188 円（前年度比 2,784 円減、▲ 3.1％）

※平成 24 年度末の基金残高÷人口

※�「市民 1人当たり」の額は平成 25 年 3 月 31 日現在
の人口 63,920 人で算出（住民登録の外国人を含む）

過去５年間の一般会計決算額の推移

歳入の状況（億円）

歳出の状況（億円）

250

200

150

100

50

0

繰入金

その他

繰入金

国県支出金

各種交付金
（利子割交付金など）

地方交付税

地方譲与税

市税
20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

189
178

193 204
226

250

200

150

100

50

0
20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

その他

公債費

教育費

消防費

土木費

衛生費

民生費

総務費

177 164 179 185
210
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平成24年度　守谷市の健全化判断比率・資金不足比率について
●問合先　市役所財政課　財政G　内線212、213

　平成 20 年 4 月に施行された「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、地方公共団体は、
毎年度実質的な赤字や外郭団体を含めた実質的な将来負担等に係る指標（健全化判断比率）と公営企
業ごとの資金不足率（資金不足比率）を議会に報告し、公表することになっています。
　市は、いずれの指標も早期健全化基準以下であり、財政状況および公営企業の経営状況は健全段階
にあるといえます。

※赤字額がないため、実質赤字比率および連結実質赤字比率は「－」と表示しています
※�一般会計等の実質収支は 8.8 億円（7.6％）の黒字、全ての会計の連結実質収支は 68.5 億円（59.0％）
の黒字です
※�それぞれの比率は、標準財政規模（地方公共団体が自由に使えるお金の大きさを示す指標）に対す
る割合です

市の健全化判断比率

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
健全化判断比率 － － 6.0％ 16.5％
早期健全化基準 13.10％ 18.10％ 25.0％ 350.0％
財政再生基準 20.00％ 40.00％ 35.0％ －
指標の説明 福祉、教育、まちづ

くりなどを行う地方
公共団体の一般会計
等の赤字額を市税等
の財源の規模と比較
して指標化し、財政
運営の深刻度を示し
ます。

その団体全体の資金
不足の程度を把握す
るため、全ての会計
の赤字と黒字を合算
して、市税等の財源
の規模と比較して指
標化し、地方公共団
体全体としての運
営の深刻度を示し
ます。

借入金の返済額およ
びこれに準じる額の
大きさを指標化し、
資金繰りの危険度を
示します。

地方公共団体の一般
会計の借入金（市債）
や将来支払っていく
可能性のある負担等
の現時点での残高の
程度を指標化し、将
来財政を圧迫する可
能性が高いかどうか
を示します。

※資金不足額がないため、資金不足比率は「－」と表示しています

市の資金不足比率

水道事業 公共下水道事業 農業集落排水事業
資金不足比率 － － －
経営健全化基準 20.0％
指標の説明 公営企業の資金不足を、公営企業の財政規模である料金収入の規模と比較して指標

化し、経営状況の深刻度を示します。

○「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」とは？
　従来の制度では、会社でいう倒産状態と同じ「財政再建団体」となる基準があるだけで、イエローカー
ドともいえる注意喚起の段階における早期是正基準がありませんでした。また、特別会計や企業会計
にいくら累積赤字があっても財政再建団体とはならず、地方公共団体全体の姿を反映したものではあ
りませんでした。
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」では、「早期健全化」と「財政再生」の２段階で財政
悪化をチェックするとともに、特別会計や企業会計も併せた連結決算により地方公共団体全体の財政
状況をより明らかにしようとするものです。

　市の健全化判断比率・資金不足比率についての詳細は、市ホームページで掲載していますので、ご
覧ください。
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事業実施中

　

市
で
は
、
都
市
計
画
決
定
か

ら
20
年
が
経
過
す
る
長
期
未
着

手
の
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て

見
直
し
を
行
い
ま
す
の
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
都
市
計
画
道
路

に
関
す
る
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

見
直
し
の
必
要
性

　

市
の
都
市
計
画
道
路
は
、
都

市
の
骨
格
と
し
て
必
要
な
道
路

の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
る
た

め
、
31
路
線
、
約
61
㎞
が
都
市

計
画
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
国
道
２
９
４
号

や
郷
州
沼
崎
線
が
整
備
さ
れ
る

な
ど
、
整
備
率
は
約
66
％
に
達

し
て
い
ま
す
が
、
約
21
㎞
が
長

期
未
着
手
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、経
済
情
勢
の
低
迷
や
、

少
子
高
齢
化
、
環
境
問
題
へ
の

取
り
組
み
等
、
都
市
計
画
道
路

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変

化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
背
景
か

ら
、
集
約
型
都
市
構
造
へ
の
転

換
を
見
据
え
て
、
都
市
計
画
道

路
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

意
見
の
例

・�

未
着
手
の
道
路
を
整
備
し
、

混
雑
の
緩
和
を
図
る
べ
き

・�

未
着
手
の
道
路
は
、
既
存
の

道
路
を
活
用
す
る
な
ど
し
て

事
業
費
を
抑
制
す
べ
き

・�

必
要
性
の
低
い
道
路
は
廃
止

を
検
討
す
べ
き�

な
ど

＊
下
図
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
閲
覧
可
）
を
参
考
に
、
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
具
体
的
な
再
編
都
市

計
画
道
路
網
（
案
）
を
作
成

し
、
再
度
意
見
を
募
集
し
ま
す

の
で
、今
回
の
意
見
に
対
し
て
、

回
答
や
公
表
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
今
回
の
意
見
募
集
は

都
市
計
画
道
路
に
関
す
る
こ
と

の
み
と
な
り
ま
す
。

▼
提
出
期
限

　

11
月
15
日
㈮
ま
で

▼
提
出
方
法

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記

入
し
た
意
見
書（
様
式
は
任
意
）

を
持
参
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子

メ
ー
ル
で
提
出
す
る

▼
提
出
・
問
合
先

　

〒
３
０
２

－

０
１
９
８���

守
谷
市
大
柏
９
５
０

－

１����

守
谷
市
役
所
都
市
計
画
課����

ま
ち
づ
く
り
Ｇ���

内
線
２
４
３�

45・２
８
０
４���

m
achidu�

kuri@
city.m

oriya.ibaraki.jp

都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
に
つ
い
て

意
見
を
募
集
し
ま
す
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耐
震
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
省
エ
ネ
改
修
工
事
を
行
っ
た
住
宅
の
固
定
資
産
税
が
減
額

●
問
合
先　

市
役
所
税
務
課　

資
産
税
Ｇ　

内
線
２
０
３
、２
０
４

　

耐
震
改
修
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
、
省
エ
ネ
改
修
の
各
工
事
を
行
っ
た
住
宅
の
固
定

資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
（
都
市
計
画
税
は
減
額
さ
れ
ま
せ
ん
）。い
ず
れ
も
申
告
書
の

提
出
期
限
は
、
改
修
工
事
完
了
後
か
ら
３
か
月
以
内
で
す
。

必要書類 減額期間 減税額 工事内容 減額対象となる要件
（全ての要件を満たすもの）

・
固
定
資
産
税
減
額
申
告
書
※

・�

耐
震
基
準
に
適
合
し
た
工

事
で
あ
る
こ
と
の
証
明
書

・�

工
事
関
係
書
類
（
明
細
書
・

写
真
・
領
収
書
な
ど
）

Ｈ
25
～
27

Ｈ
22
～
24

Ｈ
18
～
21

工
事
完
了
期
間

１
戸
当
た
り
１
２
０
㎡
相
当

分
ま
で
の
固
定
資
産
税
の
２

分
の
１
を
減
額

現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
し

た
改
修
工
事

・�

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前

に
建
築
さ
れ
た
住
宅

・�

平
成
18
年
１
月
１
日
～
平

成
27
年
12
月
31
日
に
改
修

工
事
を
完
了
し
た
住
宅

・
改
修
費
用
が
50
万
円
以
上
★

耐
震
改
修

１
年
間

２
年
間

３
年
間

減
額
期
間

・
固
定
資
産
税
減
額
申
告
書
※

・�

工
事
関
係
書
類
（
明
細
書
・

写
真
・
領
収
書
な
ど
）

・�

補
助
金
な
ど
の
給
付
を
受

け
た
場
合
、
金
額
の
確
認

で
き
る
書
類

改
修
工
事
が
完
了
し
た
年
の
翌
年
度
分
の
み

１
戸
当
た
り
１
０
０
㎡
相
当

分
ま
で
の
固
定
資
産
税
の
３

分
の
１
を
減
額

一
定
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

工
事
（
手
す
り
の
取
り
付
け

や
床
の
段
差
解
消
、
浴
室
・

ト
イ
レ
の
改
良
な
ど
）

・�

平
成
19
年
１
月
１
日
以
前

に
建
築
さ
れ
た
住
宅
（
貸

家
住
宅
を
除
く
）

・�

平
成
19
年
４
月
１
日
～
平
成

28
年
３
月
31
日
に
改
修
工
事

を
完
了
し
た
住
宅

・�
改
修
費
用
が
50
万
円
以
上

（
補
助
金
な
ど
を
除
く
）
★

・�

65
歳
以
上
の
方
・
要
介
護

認
定
者
ま
た
は
要
支
援
認

定
者
・
障
が
い
者
の
い
ず
れ

か
の
方
が
居
住
す
る
住
宅

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

・
固
定
資
産
税
減
額
申
告
書
※

・�

省
エ
ネ
基
準
に
適
合
し
た
工

事
で
あ
る
こ
と
の
証
明
書

・�

工
事
関
係
書
類
（
明
細
書
・

写
真
・
領
収
書
な
ど
）

１
戸
当
た
り
１
２
０
㎡
相
当

分
ま
で
の
固
定
資
産
税
の
３

分
の
１
を
減
額

現
行
の
省
エ
ネ
基
準
に
適
合

し
た
改
修
工
事
（
窓
の
改
修

︽
必
須
︾、
床
、
天
井
、
壁
の

断
熱
改
修
工
事
）

・�

平
成
20
年
１
月
１
日
以
前

に
建
築
さ
れ
た
住
宅

・�

平
成
20
年
４
月
１
日
～
平
成

28
年
３
月
31
日
に
改
修
工
事

を
完
了
し
た
住
宅

・�

改
修
費
用
が
50
万
円
以
上
★

省
エ
ネ
改
修

★
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
改
修
工
事
に
係
る
契
約
が
締
結
さ
れ
た
場
合
は
、
30
万
円
以
上

※
固
定
資
産
税
減
額
申
告
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
税
務
課
窓
口
で
取
得

　

県
内
の
公
共
施
設
や
商
業
施
設
な
ど
の

身
体
障
が
い
者
等
用
駐
車
場
（
車
い
す

マ
ー
ク
の
あ
る
駐
車
場
）
を
適
正
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
平
成
23
年
10
月
か

ら
障
が
い
な
ど
で
歩
行
困
難
な
人
に
利
用

証
を
交
付
す
る
「
い
ば
ら
き
身
障
者
等
用

駐
車
場
利
用
証
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

▼
申
請
先

・
高
齢
者
の
方

　

市
役
所
介
護
福
祉
課

・
妊
産
婦
の
方

　

�

市
役
所
社
会
福
祉
課
ま
た
は
保
健
セ
ン
タ
ー

・
そ
の
他
該
当
さ
れ
る
方

　

市
役
所
社
会
福
祉
課

～
利
用
時
の
お
願
い
～

◎	

ス
ペ
ー
ス
に
余
裕
を
も
っ
て
駐
車
し
ま

し
ょ
う

　

身
体
障
が
い
者
等
用
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス

に
設
け
ら
れ
て
い
る
斜
線
部
分
は
、
車
い

す
を
利
用
す
る
方
が
車
両
を
乗
降
す
る
た

め
の
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
利
用
す
る
場
合
に

は
、
身
体
障
が
い
者
等
が
円
滑
に
乗
降
で

き
る
よ
う
、
ス
ペ
ー
ス
に
余
裕
を
も
っ
て

駐
車
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

・
市
役
所
社
会
福
祉
課　

　

内
線
１
６
４
、１
６
５

・�

県
厚
生
総
務
課　

地
域
保
健・医
療
大
学
Ｇ

☎
０
２
９
・
３
０
１
・
３
１
２
９

い
ば
ら
き
身
障
者
等
用
駐
車
場
利
用
証
制
度

いばらき身障者等用駐車場利用証交付基準表
○身体に障がいがある方

区　　分 等級
視覚障がい 4級以上
聴覚または平衡
機能の障がい

聴覚障がい 3級以上
平衡機能障がい 5級以上

肢体不自由

上肢 2級以上
下肢 6級以上
体幹 5級以上
乳幼児期以前の非
進行性の脳病変によ
る運動機能障がい

上肢機能 2級以上
移動機能 6級以上

内部障がい

心臓機能障がい 4級以上
じん臓機能障がい 4級以上
呼吸器機能障がい 4級以上
ぼうこうまたは直腸の機能障がい 4級以上
小腸機能障がい 4級以上
ヒト免疫不全ウィルスによる
免疫機能障がい 4級以上

肝臓機能障がい 4級以上

○身体に障がいがある方以外の方
区　　分

知的障がい者 療育手帳の障がいの程度が「A」又は「Ⓐ」の方
精神障がい者 精神障がい保健福祉手帳の等級が「1級」の方

高齢者 介護保険被保険者証の要介護状態区分が
「要介護 1」以上の方

難病患者 一般特定疾患医療受給者証を交付された方
小児慢性特定疾患受診券を交付された方

妊産婦 母子健康手帳を交付された方で妊娠 7か
月から産後 6か月の方
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守
谷
市
青
少
年
海
外
派
遣
事
業
報
告
（
７
月
29
日
㈪
～
８
月
９
日
㈮
）

市
内
中
学
生
・
高
校
生
12
人
が
マ
イ
ン
ブ
ル
ク
市
へ
！

　

青
少
年
海
外
派
遣
団
と
し

て
、
団
員
12
人
が
姉
妹
都
市
の

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
バ
イ
エ
ル

ン
州
マ
イ
ン
ブ
ル
ク
市
へ
派
遣

さ
れ
ま
し
た
。
団
員
は
、
国
際

文
化
に
触
れ

一
回
り
成
長

し
て
帰
国
し

ま
し
た
。

　

今
後
の
団

員
の
活
躍
を

期
待
し
て
い

ま
す
。

　

初
め
て
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
対
面
す
る
と
き
、
ホ
ス
ト
マ

ザ
ー
が
「
よ
う
こ
そ
わ
か
こ
」

と
書
か
れ
た
紙
を
持
っ
て
迎
え

て
く
れ
ま
し
た
。
自
分
が
本
当

に
歓
迎
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
、

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

家
に
も
「
よ
う
こ
そ
わ
か
こ
」
と

慣
れ
な
い
習
字
で
書
か
れ
て
お

り
、
お
兄
さ
ん
は
「
日
本
」
と

書
か
れ
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
い
ま

し
た
。
優
し
く
て
温
か
く
、
そ

し
て
面
白
い
す
て
き
な
家
族
で

し
た
。
別
れ
る
の
は
辛
か
っ
た
で

　

今
回
の
海
外
派
遣
は
、
僕
に

は
と
て
も
貴
重
な
体
験
と
な
り

ま
し
た
。
日
本
と
ド
イ
ツ
で
は

街
並
み
も
全
く
違
い
、
特
に
マ

イ
ン
ブ
ル
ク
の
街
は
映
画
に
出

て
き
そ
う
な
、
と
て
も
き
れ
い

な
街
で
し
た
。
そ
し
て
、
僕
が

ド
イ
ツ
で
特
に
良
い
所
だ
と

思
っ
た
こ
と
は
、
古
い
も
の
を

大
事
に
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た
家
で

は
、
20
年
以
上
前
の
車
を
今
も

大
事
に
乗
っ
て
い
ま
す
。
古
い

も
の
を
大
切
に
す
る
心
は
、
僕

も
見
習
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

田た

中な

か

稚わ

か

子こ

さ
ん

専
修
大
学
松
戸
高
等
学
校
２
年

渡わ

た

邉な

べ

公こ

う

輝き

さ
ん

茗
渓
学
園
中
学
校
３
年

す
が
、
来
年
会
う
約
束
が
あ
る

の
で
、
も
っ
と
勉
強
し
て
さ
ら
に

仲
良
く
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
こ
の
研
修
に
携
わ
る
全

て
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。

　

私
た
ち
は
本
当
に
素
敵
な
体

験
を
し
た
と
思
う
。
パ
リ
と
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
で
は
日
本
で
は
感
じ
ら

れ
な
い
よ
う
な
雰
囲
気
に
触
れ
、

日
本
の
良
さ
も
知
る
こ
と
が
で

き
た
。特
に
印
象
深
い
の
は
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
だ
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

先
は
と
て
も
リ
ッ
チ
で
家
族
は

と
て
も
優
し
か
っ
た
。
す
ご
く

穏
や
か
な
日
々
を
過
ご
し
た
。

こ
の
家
族
と
の
繋
が
り
を
大
事

に
し
て
い
き
た
い
。
次
に
会
う

ま
で
英
語
と
ド
イ
ツ
語
を
話
せ

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
。

　

今
回
こ
の
派
遣
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
て
本
当
に
良
か
っ

　

私
が
今
回
、
参
加
し
た
理
由

は
母
の
勧
め
と
私
が
派
遣
に
興

味
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
派
遣

が
決
ま
っ
た
時
は
本
当
に
う
れ

中な

か

村む

ら

久く

留る

実み

さ
ん

千
葉
県
立
柏
南
高
等
学
校
２
年

八は

っ

反た

ん

田だ

風ふ

う

子こ

さ
ん

藤
代
高
等
学
校
２
年

三み

や

宅け

優ゆ

う

奈な

さ
ん

茗
渓
学
園
中
学
校
３
年

し
か
っ
た
で
す
！　

初
め
て
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
緊
張
し
ま
し

た
が
、
優
し
い
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
お
か
げ
で
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
し
、
貴
重
な
体
験

が
で
き
ま
し
た
。
マ
イ
ン
ブ
ル

ク
は
守
谷
よ
り
緑
が
多
く
、
静

か
で
和
や
か
な
と
て
も
き
れ
い

な
街
で
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
に
会
い
に
ま
た
マ
イ
ン
ブ

ル
ク
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
一
番
印
象
的
な
の
が

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
し
た
。
言
語

も
文
化
も
異
な
る
人
た
ち
と
い

き
な
り
家
族
と
し
て
暮
ら
す
こ

と
は
不
安
で
し
た
が
、
と
て
も

刺
激
的
な
経
験
で
し
た
。
そ
の

経
験
か
ら
一
番
感
じ
た
の
は
、

人
の
優
し
さ
・
温
か
さ
で
す
。

ま
だ
ま
だ
英
語
に
不
安
を
感
じ

る
私
で
す
が
、
言
葉
の
壁
を
越

え
て
通
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え

て
く
れ
た
皆
さ
ん
に
心
か
ら
お

礼
を
言
い
た
い
で
す
。

藤ふ

じ

森も

り

里り

桜お

さ
ん

土
浦
第
一
高
等
学
校
１
年

　

こ
の
事
業
は
私
に
と
っ
て
、

と
て
も
有
意
義
な
も
の
だ
っ

た
。
パ
リ
の
街
並
み
や
ド
イ
ツ

の
文
化
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を

見
る
こ
と
で
世
界
観
を
広
げ
、

考
え
方
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

通
し
て
、
言
語
の
壁
が
痛
切
に

感
じ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
が
あ
っ

て
も
お
互
い
に
分
か
り
合
え
る

の
だ
と
思
っ
た
。
そ
し
て
、
自

分
に
関
わ
っ
た
多
く
の
人
々
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

に
、
い
つ
か
、
次
の
世
代
に
こ

の
経
験
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な

人
間
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
。

梅う

め

原は

ら

佳け

い

吾ご

さ
ん

並
木
中
等
教
育
学
校
５
年

　

私
は
変
わ
っ
た
。
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
通
じ
て
。
家
族
と
離
れ

て
、
他
の
家
庭
の
一
員
と
し
て

生
活
す
る
と
自
分
の
「
弱
さ
」

が
良
く
分
か
る
。
私
は
自
分
勝

手
で
、
わ
が
ま
ま
で
、
人
の
事

を
考
え
な
い
と
改
め
て
感
じ
た
。

そ
れ
か
ら
自
分
の
「
弱
さ
」
を

直
そ
う
と
心
が
け
て
い
る
。
帰

国
し
て
家
族
に
言
わ
れ
た
「
変

わ
っ
た
ね
」
と
い
う
一
言
。
私
は

机
の
上
で
は
学
べ
な
い
事
を
た

く
さ
ん
学
ん
で
帰
っ
て
き
た
。

小こ

島じ

ま

か
え
で
さ
ん

江
戸
川
学
園
取
手
中
学
校
２
年

た
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ

の
建
築
物
は
日
本
で
は
感
じ
る

こ
と
の
で
き
な
い
独
特
な
雰
囲

気
が
あ
り
壮
大
で
し
た
。
初
め

は
不
安
だ
っ
た
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

も
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
す
ぐ

に
打
ち
解
け
て
毎
日
が
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。
機
会
が
あ

れ
ば
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
会

い
に
ド
イ
ツ
に
行
き
た
い
で
す
。

今
回
の
派
遣
を
通
し
て
今
ま
で

に
な
い
素
晴
ら
し
い
経
験
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
人
に
感
謝
し
た
い
で
す
。
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員
流
交
際
国

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
プ
ー
ル
に

連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と

が
一
番
楽
し
か
っ
た
。最
初
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る

か
心
配
だ
っ
た
け
ど
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
ア
ン
ト
ン
君

は
、と
て
も
気
遣
っ
て
く
れ
て
、

う
れ
し
か
っ
た
。
彼
が
Ｕ
Ｓ
Ｂ

に
入
れ
て
く
れ
た
曲
は
、
僕
の

宝
物
だ
。
ヨ
ハ
ネ
ス
君
と
枕
投

げ
や
け
ん
玉
で
た
く
さ
ん
遊
ん

だ
。
絶
対
に
ま
た
会
い
た
い
。

　

私
は
、
こ
の
派
遣
事
業
で
海

外
へ
行
く
こ
と
が
出
来
て
本
当

に
良
か
っ
た
で
す
。
私
は
外
国
の

人
と
話
し
た
経
験
が
ほ
と
ん
ど

無
か
っ
た
の
で
、
海
外
に
行
き
、

実
際
に
英
語
で
話
し
た
こ
と
は

と
て
も
貴
重
な
体
験
と
な
り
、

英
会
話
に
自
信
を
持
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
英

　

こ
の
事
業
で
学
ん
だ
の
は
、

人
に
何
か
を
伝
え
る
に
は
、は
っ

き
り
伝
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
中
に
、
自
分
の

意
思
を
伝
え
ら
れ
な
く
て
、
苦

労
し
た
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
ど
こ
に
行
き
た
い
の
か
は
っ

き
り
と
言
え
ず
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
に
決
め
て
も
ら
っ
た
こ

と
が
何
度
か
あ
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
こ
と
が
あ
る
度
に
、
意
思

を
表
さ
な
い
と
と
感
じ
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
そ
ん
な
苦

労
も
し
ま
し
た
が
、
こ
の
事
業

に
参
加
し
た
の
は
と
て
も
よ
い

経
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
事
業
を
続
け
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

小こ

菅す

が

寛ひ

ろ

生き

さ
ん

守
谷
中
学
校
１
年

井い

の

う

え上
菜な

々な

美み

さ
ん

守
谷
高
等
学
校
１
年

福ふ

く

岡お

か

佑ゆ

う

基き

さ
ん

並
木
中
等
教
育
学
校
２
年

　

毎
日
が
最
高
で
し
た
。
私
は

こ
の
12
日
間
で
い
ろ
ん
な
体
験

が
で
き
ま
し
た
。
パ
リ
、
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
の
ス
ー
パ
ー
で
の
買
い

物
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の

英
語
だ
け
で
の
会
話
。
そ
こ
で

し
か
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
を
た
く
さ
ん
し
て
き
ま

し
た
。
12
日
間
は
私
の
宝
物
で

す
。
マ
イ
ン
ブ
ル
ク
市
民
の
心

の
温
か
さ
を
忘
れ
ず
に
生
き
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

吉よ

し

川か

わ

優ゆ

依い

さ
ん

御
所
ケ
丘
中
学
校
３
年

語
の
勉
強
を
も
っ
と
し
て
、
も
う

一
度
海
外
に
行
き
た
い
で
す
。

　

ド
イ
ツ
は
今
の
時
期
う
る
さ

い
ほ
ど
に
ぎ
や
か
で
す
。
な
ぜ

な
ら
ば
、
９
月
22
日
㈰
に
連
邦

議
会
選
挙
が
あ
る
か
ら
で
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
ド
イ
ツ
の
選

挙
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

ド
イ
ツ
の
選
挙
は
、
に
ぎ
や

か
な
点
で
は
日
本
と
そ
ん
な
に

変
わ
り
ま
せ
ん
。
ド
イ
ツ
で
も

日
本
と
同
じ
よ
う
に
メ
デ
ィ
ア

が
さ
ま
ざ
ま
な
党
に
つ
い
て
の

ニ
ュ
ー
ス
を
取
り
上
げ
ま
す
。

さ
ら
に
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
選

挙
ポ
ス
タ
ー
が
貼
ら
れ
た
り
、

候
補
者
が
い
ろ
い
ろ
な
広
場
で

ス
ピ
ー
チ
を
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
日
本
の
選
挙
戦
の

方
が
、選
挙
カ
ー
が
回
る
た
め
、

ド
イ
ツ
よ
り
さ
ら
に
に
ぎ
や
か

で
す
。
特
に
静
け
さ
を
好
む
ド

イ
ツ
人
と
し
て
は
、
選
挙
カ
ー

に
よ
る
演
説
に
は
許
し
が
た
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
ド
イ
ツ
で

は
騒
音
防
止
条
例
が
あ
る
の

で
、
選
挙
カ
ー
が
回
る
と
、
す

ぐ
に
警
察
に
捕
ま
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
午
後
１
時
～
３
時
と
土

日
は
騒
音
を
出
す
こ
と
が
さ
ら

に
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
何
よ

り
、
選
挙
カ
ー
の
効
果
が
あ
る

か
疑
問
な
の
は
私
だ
け
で
し
ょ

う
か
？

　

来
日
し
て
他
に
も
驚
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
選

挙
を
運
営
す
る
人
々
で
す
。
日

本
で
は
市
区
町
村
職
員
が
運
営

し
て
い
ま
す
が
、
ド
イ
ツ
で
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
集
ま
ら
な
い
場
合
は
、

市
民
の
抽
選
が
あ
り
、
義
務
を

果
た
す
人
を
決
め
ま
す
。
し
か

し
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
見
つ
か
り
ま
す
。

　

投
票
日
は
毎
回
日
曜
日
で
、

午
前
８
時
～
午
後
６
時
ま
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
投
票
日
に

投
票
所
へ
行
け
な
い
人
や
私
の

よ
う
に
ド
イ
ツ
に
い
な
い
人
は

郵
便
投
票
も
で
き
ま
す
。

　

ド
イ
ツ
で
も
大
き
な
問
題
は

政
治
離
れ
で
す
。
私
は
、
投
票

は
国
民
の
義
務
だ
と
思
い
ま
す

が
、
多
く
の
人
は
政
治
に
関
心

を
持
た
な
か
っ
た
り
、
投
票
し

て
も
自
分
に
影
響
が
な
い
と
感

じ
た
り
し
て
、
選
挙
に
行
き
ま

せ
ん
。
２
０
０
９
年
の
ド
イ
ツ

の
連
邦
議
会
選
挙
の
投
票
率

は
、
全
国
平
均
72
・
20
％
で
、

戦
後
最
悪
で
し
た
。
日
本
で

も
参
議
院
選
挙
の
投
票
率
は
、

52
・
61
％
で
し
た
。

　

私
も
政
治
に
深
く
関
心
が

あ
る
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
か
ら
政
治
が
ど

の
よ
う
な
方
向
に
進
ん
で
い
る

か
、
最
近
何
を
議
論
し
て
い
る

か
と
い
っ
た
情
報
は
得
る
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。

　

ド
イ
ツ
で
は
、
多
く
の
人
が

ど
の
党
を
選
ぶ
か
悩
み
、
投
票

し
な
か
っ
た
よ
う
な
の
で
、
政

治
に
関
心
を
持
つ
若
い
世
代
の

人
々
は
、
社
会
学
者
や
政
治
学

者
な
ど
の
相
談
を
受
け
な
が

ら
、解
決
方
法
を
考
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
若
者
た
ち
は
、
全
て
の

党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
か
ら
各
分

野
の
選
択
問
題
を
作
成
し
、
賛

成
す
る
か
し
な
い
か
、
ど
れ
で

も
良
い
か
の
問
い
に
答
え
て
い

く
と
、
自
身
の
政
治
的
な
考
え

が
は
っ
き
り
し
、
投
票
す
べ
き

党
が
分
か
る
よ
う
な
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
作
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
年
の
選
挙
で
は
誰

が
勝
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

選挙
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平
成
25
年
１
月
31
日
以
降
の

森
林
の
土
地
取
引
に
は
、
茨
城

県
水
源
地
域
保
全
条
例
に
基
づ

く
事
前
届
出
が
必
要
で
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な

い
水
は
、
水
源
地
域
の
森
林
に

よ
り
育
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

恩
恵
を
将
来
ま
で
利
用
で
き
る

よ
う
、
茨
城
県
水
源
地
域
保
全

条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

▼
届
出
の
対
象
と
な
る
水
源
区

域
（
大
字
名
）　

赤
法
花
、
板

戸
井
、
大
柏
、
大
木
、
大
山
新

田
、
乙
子
、
高
野
、
小
山
、
鈴

塚
、
立
沢
、
同
地
、
野
木
崎

▼
届
出
の
対
象
と
な
る
土
地���

森
林
の
土
地
取
引
は

事
前
に
届
出
を
！

���

工
事
期
間
中
は
、
騒
音
や
交

通
規
制
等
で
ご
迷
惑
を
お
掛
け

道
路
工
事

し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

舗
装
補
修
工
事

▽
工
事
名���

Ｈ
24
ま
ち
交
道
路

修
繕
第
４
号
工
事
▽
場
所			

松

ケ
丘
地
内
▽
請
負
者���

常
陸
建

設
工
業
㈱
▽
期
間���

10
月
上
旬

～
平
成
26
年
１
月
15
日
㈬
予
定

▽
時
間���

午
前
９
時
～
午
後
５

時
（
昼
間
）
／
午
後
９
時
～
午

前
５
時
（
夜
間
）

▽
工
事
名���

Ｈ
24
ま
ち
交
道
路

修
繕
第
６
号
工
事
▽
場
所���

板

戸
井
地
内
▽
請
負
者���

㈲
中
村

建
設
▽
期
間���

10
月
上
旬
～
12

月
10
日
㈫
予
定
▽
時
間���

午
前

９
時
～
午
後
５
時

道
路
改
良
工
事

▽
工
事
名���

Ｈ
25
ま
ち
交
道
路

改
良
第
１
号
工
事
▽
場
所���

百

合
ケ
丘
地
内
▽
請
負
者���

㈱
商

元
▽
期
間���

10
月
上
旬
～
平
成

26
年
１
月
15
日
㈬
予
定
▽
時
間���

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽
工
事
名���

Ｈ
25
道
路
改
良
第

３
号
工
事
▽
場
所���

松
並
地
内

▽
請
負
者���

㈲
み
ど
り
園
造
園

土
木
▽
期
間���

10
月
上
旬
～
11

月
29
日
㈮
予
定
▽
時
間���

午
前

９
時
～
午
後
５
時

▼
問
合
先　

市
役
所
建
設
課���

道
路
建
設
Ｇ　

内
線
２
５
６
、

２
５
７

水
源
地
域
の
大
字
内
で
、
不
動

産
登
記
法
上
の
地
目
が「
山
林
」

「
保
安
林
」「
原
野
」「
雑
種
地
」

の
も
の
▼
届
出
者���

譲
渡
人
等

（
契
約
に
係
る
土
地
の
所
有
権

等
を
有
す
る
方
）
▼
届
出
期
限���

土
地
取
引
の
契
約
締
結
予
定
日

の
30
日
前
▼
届
出
方
法���
指
定

の
事
前
届
出
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
届
出
に
係
る
土
地

の
所
在
地
を
管
轄
す
る
県
農
林

事
務
所
林
業
振
興
課
ま
た
は
市

役
所
経
済
課
に
提
出
す
る

▼
問
合
先���

県
南
農
林
事
務

所
林
業
振
興
課���

☎
０
２
９
・

８
２
２
・
７
０
８
７
／
市
役
所

経
済
課���

農
業
振
興
Ｇ���

内
線

２
６
４

H25 道路改良第３号工事
H25まち交道路改良第１号工事

H24まち交道路修繕第６号工事 H24まち交道路修繕第４号工事

お知らせ・開催 お知らせ
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            ALS英会話
アメリカ人先生 

幼稚園児  週２回 月８回レッスン  ６０００円 

小学生    週２回 月８回レッスン  ７５００円   

           小学５年生 英検４級合格 実績有り 

                     週２回は成長が速い 

                     ０２９７－４５－３３３０ 

                  守谷市松ヶ丘１－２１－１７

茨城 YMCA で検索☎029-852-4128・守谷 office：薬師台７-22-1 
 
 
 
 ◎青少年健全育成活動 ◎子育て支援 ◎障がい児自立支援  
＊スキーキャンプ 10 月１日～募集開始 12・2・3 月（小中高生） 

お子様に積極性と自信をつける、総合的な指導法でご好評です。 
＊野外教育・キャンプ ＊児童クラブ ＊幼保園（2・3 年保育） 

���

大
切
な
家
族
を
亡
く
さ
れ
た

方
の
、
自
助
グ
ル
ー
プ
の
集
い

で
す
。

▼
日
時���

10
月
28
日
㈪
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分
▼
会
場���

保
健
セ
ン
タ
ー
▼
定
員���

20
人

▼
内
容���

大
切
な
家
族
を
亡
く

し
た
方
が
、
心
の
痛
み
や
苦
し

　

愛
犬
と
楽
し
い
生
活
を
送
る

た
め
に
、
近
所
の
方
や
動
物
の

苦
手
な
方
に
配
慮
し
て
ペ
ッ
ト

を
飼
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

◎	

犬
の
ふ
ん
を
放
置
す
る
の
は

や
め
ま
し
ょ
う

　

公
園
を
利
用
す
る
方
や
道
路

を
通
行
す
る
方
な
ど
が
不
快
な

思
い
を
し
ま
す
。
ふ
ん
の
中
に

寄
生
虫
や
病
原
菌
が
い
た
場

合
、
他
の
犬
が
臭
い
を
か
い

だ
り
、
触
っ
た
り
す
る
こ
と
で

病
気
が
広
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

散
歩
に
出
掛
け
る
と
き
は
袋
を

持
参
し
、
必
ず
持
ち
帰
り
ま

し
ょ
う
。

◎
犬
の
放
し
飼
い
は

　

や
め
ま
し
ょ
う

　
「
散
歩
」
と
称
し
て
「
放
し

飼
い
」
を
し
て
い
る
飼
い
主
が

い
ま
す
。
普
段
は
お
と
な
し
い

犬
で
も
、
か
み
つ
い
た
り
、
飛

び
か
か
っ
た
り
し
て
、
他
の
人

に
け
が
を
さ
せ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

犬
を
放
し
飼
い
し
て
い
る

と
、
交
通
事
故
や
放
浪
犬
に
か

ま
れ
る
な
ど
で
け
が
を
し
た

り
、
迷
子
に
な
っ
た
り
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
飼
い
犬
が
家

大
切
な
人
を
亡
く
し
た
方

の
集
い（
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
）

10
月
は
飼
い
主
マ
ナ
ー

向
上
推
進
月
間

催

開

の
敷
地
か
ら
自
由
に
出
な
い
よ

う
に
、
つ
な
い
だ
り
、
ド
ア
に

柵
を
設
置
す
る
な
ど
の
工
夫
を

し
ま
し
ょ
う
。散
歩
の
際
に
は
、

必
ず
引
き
綱
（
リ
ー
ド
）
を
付

け
ま
し
ょ
う
。

◎	

「
鑑
札
」「
注
射
済
票
」
の
装

着
は
飼
い
主
の
義
務
で
す

　
「
鑑
札
」「
注
射
済
票
」
の
装

着
は
、
狂
犬
病
予
防
法
に
「
飼

い
主
の
義
務
」
と
し
て
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
も
し
迷
子
に

な
っ
て
も
、
札
に
書
い
て
あ
る

市
町
村
名
と
登
録
番
号
か
ら
飼

い
主
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
必
ず
首
輪
に
付
け

ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
先　

市
役
所
生
活
環
境

課　

内
線
１
４
６
、１
４
８

み
、
悲
し
み
を
分
か
ち
合
う
集

い
▼
参
加
費���

無
料

▼
申
込
・
問
合
先���

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

と
う
か
つ
生
と
死
を
考
え
る
会���

綾あ
や

井い���

☎
20
・
０
０
３
２
／
保�

健
セ
ン
タ
ー　

☎
48
・６
０
０
０

���

糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の
生

活
習
慣
病
は
、
放
置
す
る
と
脳

血
管
疾
患
・
心
筋
梗
塞
と
い
っ

た
病
気
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

���

今
回
の
講
座
で
は
、
運
動
施

設
を
利
用
し
て
生
活
習
慣
病
の

予
防
・
改
善
、
介
護
予
防
の
運

動
療
法
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い

て
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

▼
日
時���

11
月
17
日
㈰
午
後
２

時
～
３
時
30
分
（
開
場　

午
後

１
時
30
分
）
▼
会
場���

保
健
セ

ン
タ
ー
▼
講
師���

石い
し

井い

慶け
い

太た

氏

（
医
療
法
人
慶
友
会���

理
事
長
）

／
大お

お

場ば

一か
ず

広ひ
ろ

氏
（
健
康
運
動
指

導
士
）
▼
定
員���
先
着
１
０
０

人
▼
申
込
方
法���
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先���

医
療
法
人

慶
友
会���

健
康
増
進
施
設
Ｋ

－

Ｆ
Ｉ
Ｔ���

☎
21
・
９
２
７
７���

45
・
５
５
８
８

「
生
活
習
慣
病
と
運
動
療
法
」

～
運
動
施
設
で
継
続
性
の

	

高
い
運
動
療
法
を
実
現
～

���

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ

く
り
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
ま

せ
ん
か
？���

皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　

11
月
２
日
㈯
午
前
10

時
～
正
午
▼
会
場　

中
央
公
民

館
▼
演
題���

あ
な
た
が
主
役
！

〝
み
ん
な
で
創
る
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
〟
▼
講
師���

秦は
た

靖や
す

枝え

氏
（
茨
城
県
立
医
療
大

学
講
師
）
▼
参
加
費���

無
料

▼
問
合
先　

守
谷
市
介
護
支

援
専
門
員
連
絡
協
議
会
事
務
局���

☎
48
・
３
６
４
５

���

聴
覚
障
が
い
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
？���

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
日
時���

11
月
15
日
㈮
午
前
９

時
～
正
午
▼
場
所���

県
立
霞
ヶ

浦
聾
学
校
（
稲
敷
郡
阿
見
町
上

長
３

－

２
）
▼
内
容���

授
業
公

開
・
学
習
発
表
▼
参
加
費���

無

料
▼
申
込
方
法���

11
月
１
日
㈮

ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先���

県
立
霞
ヶ

浦
聾
学
校���

☎
０
２
９
・
８
８�

９
・
１
５
５
５���

０
２
９
・�

８
８
９
・
２
４
１
３

市
民
向
け
公
開
講
座

県
立
霞
ヶ
浦
聾ろ

う

学
校
学
校
公
開

お知らせ・開催 お知らせ
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集

募

◎ 日・祝日 午後14：00～17：00
★ 水曜日午後は手術・予約検査外来

日帰り
白内障手術応需

土日祝診療
守谷市百合ヶ丘3-249-1 
イオンタウン守谷２F（旧ロックシティ）

☎0297-44-7734
http://eye-takahashi.jp

シルバー〈60歳以上〉予約
コンタクト診療予約

受付中！

・祝
午前10：00～13：00 〇 休 〇 〇 〇 〇 〇
午後14：30～18：30 〇 休 ★ 〇 〇 〇 ◎

 診 療 時 間 月 火 水 木 金 土 日

　

毎
年
恒
例
の
「
わ
れ
ら
地
球

人
」
は
、
市
民
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研

修
員
、
市
内
や
近
隣
在
住
の
外

国
人
が
一
緒
に
文
化
交
流
を
す

る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

家
族
や
友
達
と
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時���

10
月
20
日
㈰
正
午
～

午
後
４
時
▼
会
場���

国
際
交
流

研
修
セ
ン
タ
ー（
ロ
グ
ハ
ウ
ス
）

▼
内
容���

体
験
コ
ー
ナ
ー
（
茶

道
・
書
道
・
琴
・
投
扇
興
・
折

り
紙
）、
相
互
交
流
を
楽
し
む

コ
ー
ナ
ー
な
ど
※
飲
食
物
の
販

売
は
あ
り
ま
せ
ん
▼
後
援���

（独）

国
際
協
力
機
構
筑
波
国
際
セ
ン

タ
ー

▼
問
合
先���

市
国
際
交
流
協
会���

m
ifa@
fureai.or.jp

Ｍ
Ｉ
Ｆ
Ａ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３

「
わ
れ
ら
地
球
人
」

　

若
者
の
就
職
お
よ
び
社
会
的

自
立
を
目
指
し
た
相
談
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
相
談
日　

毎
週
第
４
土
曜
日

午
後
１
時
～
４
時
※
要
予
約�

▼
場
所　

中
央
公
民
館
２
階
団

体
活
動
室
▼
対
象
者　

15
歳
以

い
ば
ら
き
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

上
の
若
者
お
よ
び
保
護
者
▼
参

加
費　

無
料

▼
申
込
・
問
合
先　

い
ば
ら
き

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
２
９
・
２
５
９
・
６
８
６
０

▼
日
時　

11
月
20
日
㈬
午
前
10

時
～
正
午
▼
会
場　

ま
つ
や
ま

保
育
園
園
庭
※
雨
天
時
は
室
内

で
開
催

▼
問
合
先　

ね
っ
こ
（
ま
つ
や

ま
保
育
園
）�

☎
45
・
８
８
２
８

※
出
展
希
望
の
方
は
、
お
早
め

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

ね
っ
こ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

▼
日
程���

11
月
10
日
㈰
・
16
日

㈯
水
戸
合
同
庁
舎
（
水
戸
市
柵

町
１

－
３

－

１
）
／
11
日
㈪
土

浦
合
同
庁
舎
第
一
分
庁
舎
（
土

浦
市
真
鍋
５

－

17

－

26
）
／
12

日
㈫
古
河
市
役
所
三
和
庁
舎

（
古
河
市
仁
連
２
０
６
５
）
／

13
日
㈬
つ
く
ば
市
豊
里
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
（
つ
く
ば
市
高
野

１
１
９
７

－

20
）
／
14
日
㈭
神

栖
市
保
健
福
祉
会
館
（
神
栖
市

溝
口
１
７
４
６

－

１
）
／
15
日

㈮
日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

（
日
立
市
幸
町
１

－

21

－

１
）

▼
時
間���

午
後
１
時
～
４
時
30

多
重
債
務
者
の
た
め
の

無
料
法
律
相
談
会

分
▼
対
象���

多
重
債
務
者
で
借

金
の
返
済
に
お
困
り
の
方
▼
定

員���

各
会
場
先
着
10
人
※
前
日

ま
で
に
電
話
で
予
約
▼
相
談
員���

弁
護
士
、
司
法
書
士
、
消
費
生

活
相
談
員
（
秘
密
厳
守
）
▼
相

談
料���

無
料
▼
同
時
開
催���

心

の
健
康
相
談
（
各
会
場
）
▼
申

込
方
法　

10
月
28
日
㈪
か
ら
電

話
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先���

県
生
活
文

化
課���

☎
０
２
９
・
３
０
１
・�

２
８
２
９

▼
日
時���

11
月
９
日
㈯
午
後
１

時
30
分
～
５
時
▼
会
場���

ラ
・

テ
ラ
ス
・
ド
ゥ
・
オ
エ
ノ
ン
（
牛

久
市
中
央
３

－

20

－

１
シ
ャ

ト
ー
カ
ミ
ヤ
内
）
▼
対
象���

50

歳
以
下
で
独
身
の
方
▼
募
集

人
数���
男
女
各
35
人
※
超
過
の

場
合
抽
選
▼
参
加
費���

男
性���

５
０
０
０
円
、
女
性
３
０
０
０

円
※
11
月
６
日
㈬
か
ら
キ
ャ
ン

セ
ル
料
（
参
加
費
全
額
）
が

発
生
▼
申
込
締
切���

10
月
25
日

㈮
▼
主
催���

牛
久
市
・
牛
久
市

ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
連
絡
協
議
会

▼
申
込
・
問
合
先���

牛
久
市

ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー

役
所
市
民
活
動
課���

☎
０
２�

９
・
８
７
３
・
２
１
１
１　

内

線
１
６
３
１

���

市
で
は
、
安
全
・
安
心
な
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
女
性
交
通
指
導
隊
員

を
募
集
し
ま
す
。
交
通
安
全
活

動
を
通
じ
て
地
域
に
貢
献
し
た

い
方
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

10
月
25
日
㈮
ま

で
▼
募
集
人
員���

５
人
▼
応
募

資
格���

市
内
在
住
で
、
18
歳
以

上
40
歳
ま
で
の
心
身
と
も
に
健

康
な
方
▼
活
動
内
容���

交
通
安

全
運
動
期
間
中
の
交
通
指
導
と

交
通
安
全
意
識
の
普
及
（
幼
稚

園
や
小
学
校
で
の
交
通
安
全

教
室
等
）、
祭
事
の
交
通
指
導

▼
身
分���

非
常
勤
特
別
職
の
地

方
公
務
員
▼
待
遇���

制
服
等
を

支
給
／
年
報
酬
支
給
／
活
動
中

に
負
傷
し
た
場
合
は
公
務
災
害

補
償
制
度
を
適
用
▼
申
込
方
法���

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
写
真
を
添
付
の
上
、
窓

口
へ
提
出
す
る
▼
採
用
決
定���

面
接
の
上
決
定
し
、
12
月
１
日

㈰
か
ら
採
用���

▼
申
込
・
問
合
先���

市
役
所
交

通
防
災
課���

交
通
・
防
災
Ｇ���

内
線
１
３
８

守
谷
市
女
性
交
通
指
導
隊
員

  ★対象固定通信サービス
【光サービス】auひかり（@nifty、@TCOM、ASAHIネット、au one net、BIGLOBE、DTI、So-net）、auひかりちゅら、コミュファ光、eo光、Pikara、MEGA EGG
【ケーブルテレビ】JCN、J:COM、提携先ケーブルテレビ　※一部サービスは対象外となります。対象固定通信サービスの詳細については、店頭スタッフ・auホームページをご確認ください。
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���

守
谷
市
議
会
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
一
層
開
か
れ
た
議
会
と

な
る
よ
う
議
会
改
革
を
進
め
る

た
め
、
議
会
基
本
条
例
等
の
策

定
を
目
指
す
議
会
活
性
化
特
別

委
員
会
を
平
成
24
年
３
月
に
設

置
し
、
議
論
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
こ
の
た
び
、
議
会
改
革

の
指
針
と
な
る
議
会
基
本
条
例

（
案
）
の
作
成
し
ま
し
た
の
で
、

当
案
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

▼
公
表
案　

守
谷
市
議
会
基

本
条
例
（
案
）
▼
条
例
案
の

閲
覧
・
配
付
場
所���

市
役
所
議

会
事
務
局
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

▼
案
の
公
表
・
意
見
提
出
期
間���

11
月
８
日
㈮
ま
で
▼
意
見
を
提

出
で
き
る
方���

市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方
／
市
内
に
事
務

所
、
事
業
所
が
あ
る
方
お
よ
び

法
人
・
団
体
／
市
に
納
税
義
務

が
あ
る
方
お
よ
び
法
人
・
団
体

▼
意
見
の
提
出
方
法���

住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
た

意
見
書
（
様
式
自
由
）
を
持
参
、

郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル

で
提
出
す
る

▼
提
出
・
問
合
先　

市
役
所
議

会
事
務
局　

内
線
５
３
２
、５�

「
守
谷
市
議
会
基
本
条
例

（
案
）」
に
対
す
る
意
見

３
３　

〒
３
０
２

－

０
１
９
８���

守
谷
市
大
柏
９
５
０

－

１����

45
・
６
５
２
８���

gikai@
city.m

oriya.ibaraki.jp

���

こ
こ
ろ
の
病
に
つ
い
て
正
し

い
理
解
を
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
を
抱
え
る
当
事
者
の
「
居
場

所
」
で
活
動
で
き
る
人
材
を
養

成
し
ま
す
。「
一
緒
に
何
か
を

し
て
く
れ
る
人
」
は
と
て
も
大

切
な
存
在
で
す
。

▼
日
時���
①
10
月
22
日
㈫
②
10

月
29
日
㈫
③
11
月
５
日
㈫
い
ず

れ
も
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分
▼
内
容���

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

へ
の
期
待
②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

魅
力
③
当
事
者
か
ら
の
助
言�

▼
講
師���

①
河か

わ

合い

伸の
ぶ

念と
し

氏
（
水

海
道
厚
生
病
院
）
②
高た

か

橋は
し

眞ま

佐さ

子こ

氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
む
す
び
）

③
社
会
福
祉
法
人
は
ま
ぎ
く

の
会
会
員
▼
対
象
者���

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
が
あ
り
、

全
講
座
に
お
お
む
ね
参
加
可
能

な
方
（
２
回
以
上
で
修
了
証
発

行
）
▼
定
員���

15
人
※
事
前
予

約
制
▼
申
込
方
法���

10
月
16
日

㈬
ま
で
に
電
話
ま
た
は
窓
口
で

申
し
込
む

▼
会
場
・
問
合
先���

保
健
セ
ン

こ
こ
ろ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

タ
ー���

☎
48
・
６
０
０
０

���

国
際
交
流
員
ヨ
ー
ク
さ
ん
と

一
緒
に
、
親
子
で
ド
イ
ツ
ク
ッ

キ
ー
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時���

11
月
16
日
㈯
午
前
９

時
30
分
～
正
午
（
受
付
午
前
９

時
15
分
～
）
▼
会
場���

保
健
セ

ン
タ
ー
２
階
栄
養
指
導
室
▼
対

象���

市
内
在
住
の
小
学
４
～
６

年
生
と
そ
の
保
護
者
２
人
１
組�

▼
定
員���

10
組
※
超
過
の
場
合

抽
選
▼
参
加
費���

５
０
０
円�

▼
申
込
締
切
日���

11
月
１
日
㈮

▼
申
込
・
問
合
先���

市
役
所
市

民
協
働
推
進
課���

協
働
推
進
Ｇ���

内
線
１
３
３

ヨ
ー
ク
さ
ん
の
親
子
料
理
教
室

▼
募
集
訓
練
科
・
定
員���

①
自

動
車
整
備
科
５
人
②
板
金
科
５

人
▼
訓
練
期
間���

①
２
年
②
１

年
▼
応
募
資
格���

①
高
等
学
校

を
卒
業
し
た
方
（
卒
業
見
込
み

含
む
）
②
中
学
校
を
卒
業
し
た

方
（
卒
業
見
込
み
含
む
）
▼
試

験
日���

11
月
８
日
㈮
▼
選
考
内

容���

国
語
、
数
学
、
面
接
▼
応

募
期
間���

10
月
21
日
㈪
～
11
月

１
日
㈮
▼
提
出
書
類���

入
学
願

書
、
調
査
書

県
立
古
河
産
業
技
術
専
門
学
院

平
成
26
年
度
一
般
入
学
選
考

▼
応
募
・
問
合
先　

県
立
古
河

産
業
技
術
専
門
学
院　

☎
０
２�

８
０
・
76
・
０
０
４
９

▼
活
動
日
時���

月
２
回
程
度（
土

曜
日
ま
た
は
日
曜
日
）
午
前

10
時
～
午
後
２
時
▼
活
動
場

所���

も
り
や
学
び
の
里
、
市
内

各
公
民
館
等
▼
応
募
資
格���

幼

稚
園
年
長
～
高
校
生
の
女
性�

▼
活
動
内
容���

国
際
・
地
域
貢

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

茨
城
第
39
団（
守
谷
市
）

献
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
野
外
ワ
ー

ク
（
キ
ャ
ン
プ
・
ラ
リ
ー
）、
自

然
観
察
、
ゲ
ー
ム
、
ク
ラ
フ
ト

な
ど
▼
活
動
ポ
イ
ン
ト���

①
自

己
開
発
②
人
と
の
ま
じ
わ
り
③

自
然
と
と
も
に
を
大
切
に
し
な

が
ら
活
動
し
て
い
ま
す

▼
問
合
先���

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

日
本
連
盟
茨
城
県
連
盟
第
39
団

黒
沼���

☎
０
５
０
・
１
１
５
４
・�

４
８
６
９

長
谷
川���

☎
０
９
０
・
５
５
３�

８
・
５
１
９
７

　9 月 27 日㈮県庁において、守谷市長、同正副議長、
つくばみらい市長、同正副議長が、県南市町村の 15 市
町村長並びに 6市議会議長連名による「開智学園の学校
設置認可に関する要望書」を県知事に提出しました。併
せて市民の皆さんにご協力いただいた7,673 名の署名を添
えた要望書を提出し
ました。
　今後も、小中高一
貫校「開智学園」の
早期開校に向けて、
関係機関への積極的
な働きかけを行って
まいります。

県へ開智学園の学校設置認可に
関する要望書を提出

▲合同で要望書提出

募　　集 開催・募集

広報もりや2013.10.1013



•ホームページ
　http://www.arcus-project.com/
•フェイスブック
　http://www.facebook.com/arcusproject/
•ツイッター
　http://www.twitter.com/arcusproject/●申込・問合先　アーカススタジオ
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ここから、どこでも。アーカススタジオの日常

☎46－2600（10:00～18:00）

Residency for Artists, Experiments for Locals, Moriya,Ibaraki

市
民
が
ア
ー
ト
に
出
会
う
場
所

　

厳
し
い
暑
さ
も
去
り
、
秋
の

気
配
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
９
月
中
旬
か
ら
メ
キ
シ

コ
・
ド
イ
ツ
・
イ
ン
ド
か
ら
の

海
外
招
へ
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
３

人
が
来
日
し
、
も
り
や
学
び
の

里
の
ア
ー
カ
ス
ス
タ
ジ
オ
に

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
作
活
動
を

始
め
て
い
ま
す
。

◎	

第
１
回
オ
ー
プ
ン
ス
タ
ジ
オ

開
催

　

今
年
度
の
レ
ジ
デ
ン
ス
プ
ロ

グ
ラ
ム
最
初
の
オ
ー
プ
ン
ス
タ

ジ
オ
を
、
も
り
や
学
び
の
里
に

て
開
催
し
ま
す
。
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
た
ち
が
、
リ
サ
ー
チ
・
制
作

し
た
過
程
を
公
開
し
ま
す
。
こ

の
機
会
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
接

し
、
彼
ら
の
感
性
に
触
れ
て
み

ま
せ
ん
か
？

▽
日
時　

10
月
26
日
㈯
・
27
日

㈰
午
後
１
時
～
７
時
▽
会
場���

ア
ー
カ
ス
ス
タ
ジ
オ
▽
入
場
料���

無
料

◎	

海
外
招
へ
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
！

　

レ
ジ
デ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
お
手
伝
い
す
る
サ

ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
詳

細
は
ス
タ
ジ
オ
ま
で
直
接
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎	

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
ス

ク
ー
ル
＠
松
ケ
丘
ま
つ
り

　

６
月
中
旬
～
７
月
上
旬
に
、

松
ケ
丘
小
学
校
を
舞
台
に
展
開

し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・

ス
ク
ー
ル
２
０
１
３
「
今
日
の

看
板
公
園
」。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
中な

か

島じ
ま

佑ゆ
う

太た

さ
ん
と
児
童
と
の

活
動
記
録
映
像
等
を
、
松
ケ
丘

ま
つ
り
に
て
展
示
し
ま
す
。
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

11
月
９
日
㈯
午
後
１

時
～
３
時
▽
会
場　

松
ケ
丘
小

学
校
▽
入
場
料　

無
料

◎	

シ
ョ
ウ
ケ
ー
スvol.

４

　

石
塚
つ
ば
さ

　

今
回
は
、
も
り
や
学
び
の
里

で
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
石
塚
つ

ば
さ
さ
ん
の
作
品
を
展
示
し
ま

す
。
市
内
回
覧
板
で
も
ご
案
内

し
て
い
ま
す
。

石い
し

塚つ
か

つ
ば
さ　

１
９
８
５
年
守

谷
市
生
ま
れ
／
東
京
芸
術
大
学

大
学
院
先
端
芸
術
表
現
専
攻
修

了
／
直
接
触
れ
る
事
の
で
き
る

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
絵

画
、
彫
刻
な
ど
を
制
作

▽
日
時���

10
月
19
日
㈯
ま
で
午

前
11
時
～
午
後
６
時
▽
会
場���

ア
ー
カ
ス
ス
タ
ジ
オ
▽
入
場
料���

無
料

転入市民歓迎イベント「ようこそ守谷へ2013」スタッフ募集!

　新しく市民になられた方々を歓迎する「ようこ
そ守谷へ 2013」を 11 月 4 日㈪に開催します。イ
ベントでは、新市民の方に守谷の良いところを
知ってもらい、守谷をもっと好きになり、第二の
故郷と感じていただけるよう、情報提供と仲間づ
くりの場として、平成 9年から毎年実施していま
す。実行委員会では、イベント前日の準備と当日
の運営に、ご協力いただける方を募集しています。

▼対象　市内在住・在勤・在学で高校生以上の方

▼ �応募方法　10 月 24 日㈭までに、電話・ＦＡＸ・
電子メールまたは窓口で氏名・住所・連絡先を
伝え、申し込む

▼応募・問合先　市役所市民協働推進課内
　「ようこそ守谷へ 2013」実行委員会事務局
　内線 133　 45－6526
　 kyoudou@city.moriya.ibaraki.jp

お詫びと訂正
　広報もりや9月10日号および広報もりやおしらせ版9月25日号の記事の一部に誤りがありました。
正しくは次のとおりです。お詫びして訂正します。
○広報もりや 9月 10 日号 5ページ
【正】市内協力機関「守谷駅前クリニック」では、小児のインフルエンザ予防接種は行いません。
○広報もりや 9月 25 日号 8ページ
【正】行政相談　日時：10 月 21 日㈪ 13:00 ～ 16:00　会場：市役所
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国
金
民

年

日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/

国民年金の届出　こんなときには届出が必要です！
●問合先　土浦年金事務所　☎029－824－7121　市役所国保年金課　年金G　内線105、106

　就職や転職、結婚、退職などの際は、国民年金の届出がその都度必要となります。届出を忘れると、
将来受け取る年金額が減ったり、受け取れない場合もあります。届出は忘れず行いましょう。
　届出の内容により、届出先が異なります。また手続きには、年金手帳のほかに添付書類が必要な場
合がありますので、事前に届出先にご確認ください。

　平成 25 年 7 月 1 日から専業主婦（※）の年金が改正され、会社員の夫が退職した際などに年金の
切り替えの手続きが遅れたため、保険料が未納となっている主婦が手続きをすることにより、年金を
受け取れるようになる場合があります。
　夫が会社を退職した場合や妻自身の年収が増えたときなどは、手続き（第 3号被保険者から第 1号
被保険者への変更届）をして保険料を納めなくてはなりませんが、この手続きが 2年以上遅れたこと
がある方は、2年以上前の保険料を納付することができないため、保険料の「未納期間」が発生します。
　このたび、専業主婦の年金が改正され、このような方が手続きをすることにより「未納期間」を「受
給資格期間」に算入することができるようになりました。�
（※）妻が会社員、夫が専業主夫の場合も同様
詳しくは、国民年金保険料専用ダイヤル（☎0570－011－050）またはお近くの年金事務所へお
問い合わせください。

専業主婦（夫）の年金が改正されました

※ 1　20 歳以上 60 歳未満の方で学生・自営業・無職など第 2号・第 3号に該当されない方
※ 2　厚生年金の加入者（会社員）、共済組合の組合員（公務員）
※ 3　厚生年金や共済組合の加入者に扶養されている 20 歳以上 60 歳未満の妻（夫）

●氏名や住所変更などの届出
区分 こんなとき 届出先

現在、第１号被保険者
	 ※ 1

住所・氏名が変わったとき 市役所
年金手帳をなくしたとき 市役所または年金事務所
納付書を紛失したとき 年金事務所
口座振替の申込み（変更）をしたいとき 金融機関または年金事務所
クレジットカード納付（変更）をしたいとき 市役所または年金事務所

現在、第２号被保険者
	 ※ 2

住所・氏名が変わったとき 勤務先
年金手帳をなくしたとき 勤務先または年金事務所

現在、第３号被保険者
	 ※ 3

住所・氏名が変わったとき 配偶者の勤務先

年金手帳をなくしたとき 配偶者の勤務先または年金
事務所

●加入や種別変更などの届出
区分 こんなとき 被保険者の種別 届出先

20歳になった方
学生、自営業、自由業、無職などのとき 第1号 市役所
厚生年金や共済組合等に加入している配偶者に
扶養されているとき 第3号 配偶者の勤務先

現在、　　　　
第1号被保険者
　　　　　※1

就職して厚生年金や共済組合等に加入したとき 第1号→第2号 勤務先
厚生年金や共済組合等に加入している配偶者の
扶養になったとき 第1号→第3号 配偶者の勤務先

現在、　　　　
第2号被保険者
　　　　　※2

厚生年金や共済組合等に加入している会社を退
職したとき 第2号→第1号 市役所

退職して厚生年金や共済組合等に加入している
配偶者に扶養されるようになったとき 第2号→第3号 配偶者の勤務先

現在、　　　　
第3号被保険者
　　　　　※3

配偶者が厚生年金や共済組合等に加入している
会社を退職したとき 第3号→第1号 市役所配偶者の扶養からはずれたとき
（収入増や離婚など）
就職して厚生年金や共済組合等に加入したとき 第3号→第2号 勤務先
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ペットボトルのキャップ回収への
ご協力ありがとうございました！

●問合先　市役所生活環境課　内線142～144

　皆さんのご協力で、今回は 568.9kg のキャップ
が回収されました（左表）。この売上金により、
世界の子どもたちに 284 人分のワクチンを届ける
ことができ、尊い命が救えます。今後も引き続き
ご協力をお願いします。

▼個人（少量の場合）　
　�市役所生活環境課前、中央・郷州・高野・北守
谷の各公民館、保健センターに設置してある回
収ボックスに入れる

▼グループなど（多量の場合）　
　�事前に連絡の上、資源物専用袋などに詰めて約
8㎏を目安に生活環境課へ持参する（プルタブ
やアルミ製のキャップは入れないでください）

キャップ回収協力団体等（7 月中旬～ 9 月中旬）
名　　　　称 回収量

守谷わかば幼稚園 18.9kg
まつやま保育園 48.6kg
守谷保育園 12.4kg
土塔中央保育所 8.8kg
北園保育所 11.4kg
大井沢小学校 54.3kg
黒内小学校 13.9kg
新守谷やくし台自治会 4.9kg
みずき野町内会 3.6kg
もりやみどりの会 5kg
原ピンポン愛好会 7.8kg
坂町出前サロン 18.5kg
守谷エコキャップクラブ 4.1kg
八潮化学㈱ 10.5kg
㈱伊勢半 6.7kg
会田記念リハビリテーション病院 45.7kg
林　嵩宏さん 9.6kg
茂木輝子さん 34.4kg
守谷市役所（回収ボックス） 249.8kg

合　　　　計 568.9kg
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予　予約受付開始日　10:00～　広場：夢っ子・ねっこ・エンジェル／子育てサークル支援：夢っ子（☎ 48－8804）
ね　ねっこ（まつやま保育園　☎ 45－8828）
　親子活動　9:30 ～　★要予約
夢　地域子育て支援センター・夢っ子　☎ 45－2462）
　の　夢っ子ひろばのぎさき（地域子育て支援センター）　9:30 ～ 15:30
　　リ　　リトミック　10:00 ～　11:00 ～　★要予約
　　ポ　　ぽかぽか子育て教室　10:00 ～ 12:00　☆事前に問い合わせ
　　講赤　赤ちゃん体操（全 3回）　10:00 ～ 11:30　★要予約
　　講ソ　ソーイング教室　10:00 ～ 11:45　★要予約
　ほ　夢っ子ひろばほくえん（北園保育所集会室）　10:00 ～ 15:00
　み　夢っ子ひろばみずきの（郷州小学校）　10:00 ～ 12:00　13:00 ～ 15:00
　お　夢っ子ひろばおおがしわ（大柏生活改善センター）　10:00 ～ 12:00　13:00 ～ 15:00
　守中　夢っ子ひろば守中（守谷中学校コミュニティルーム）　10:00 ～ 14:00
　北　出前広場北守谷（北守谷公民館ホール）10:00 ～ 14:00
　低　低年齢の広場〔1歳の誕生日まで〕（のぎさき／ほくえん／みずきの）　12:00 まで
　夢っ子クッキング　（保健センター）9:15 ～ 12:30　★要予約／託児あり
　親子クッキング〔2歳 6か月以上の子と保護者〕（保健センター）9:15 ～ 13:00　★要予約
エ　エンジェル（守谷保育園　☎ 45－4916）
　受付時間・自由遊び　10:00 ～ 15:00
　栄養相談　10:30～ 11:45�子育て教室　★要予約／子育て教室（28日のみ★要予約）／発育・健康相談　10:30～ 11:30
○北守谷児童センター「キ・ターレ」（☎ 45－2278）　10:00 ～ 17:00
○南守谷児童センター「ミ・ナーデ」（☎ 21－1224）　10:00 ～ 17:00

月 火 水 木 金 土 日

※広場 11月分の予約は 10 月 24 日㈭から受付開始

1

夢 の・ほ 13 時～・み・低ほ
エ 発育・健康相談

2 3

文化の日

4

振替休日

5

夢  リ ★・の 12 時 ～・
ほ・み・守中

エ 栄養相談★

6

夢  の・ほ・お・夢っ子
クッキング★

7

夢 ほ・み
エ 子育て教室

8 予 子育てサークル
夢  の 13 時～・ほ・み
　 低の・講ソ★

エ 発育・健康相談

9

夢 講 赤
1日目★

10

11

夢 の・ほ
ね 親子活動 0 ～ 1歳★

12

夢 の・ほ・み・守中
エ 栄養相談★

13

夢 の・ほ・み・お

14

夢 ほ・み・守中
エ 子育て教室

15

夢 の・ほ 13 時～・み・低ほ
エ 発育・健康相談

16

夢 講 赤
2 日目★

17

18

夢 ポ☆・の 13 時～・ほ
ね 親子活動 1～ 3 歳★

19

夢 の・ほ・み・守中
エ 栄養相談★

20 

夢 の・ほ・み
ね フリーマーケット

21 

夢 ほ・み・守中
エ 子育て教室

22 予 広場 12 月分 夢・ね・エ
夢 の・ほ・み 13 時～・低み
エ 発育・健康相談

23

勤労感謝の日

24

25

夢 の・ほ・北

26

夢 の・ほ・み・守中
エ 栄養相談★

27

夢  の・ほ・み・お
　（全広場 12 時まで）

28

夢 ほ・み・守中
エ 子育て教室★

29

夢  の・ほ・み・親子クッ
キング★

エ 発育・健康相談

30

夢 講 赤
3 日目★

11 月の子育てカレンダー 携帯版 http://mobile.city.moriya.ibaraki.jp/kosodate/

■虐待相談通報窓口　市役所児童福祉課　月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 45－1111　内線 157
■家庭児童相談室　　市民交流プラザ内　月～金曜日　8:30 ～ 17:00　☎ 45－2314
　＊子どもの言葉・発達・成長などさまざまな相談に応じます。
　＊出張相談…南守谷児童センター　毎週金曜日　10:00 ～ 12:00
■育児相談　※相談は随時受付

地域子育て
支援センター・夢っ子 月～金曜日　８:30～ 17:15　☎ 45－2462 土塔中央保育所 月～金曜日　８:30～ 17:15　☎ 48－1876

北園保育所 月～金曜日　８:30～ 17:15　☎ 48－4897
ねっこ

まつやま保育園 月～金曜日　８:30～ 16:00　☎ 45－8828 保健センター 月～金曜日　８:30～ 17:15　☎ 48－6000

▽ �予定は変更される場合
があります。

▽�詳細は各事業所へお問
い合わせください。

▽�子育て情報は、支援セ
ンター発行の『お便り』
（各広場や市役所・公
民館などで取得）や、
ホームページで見るこ
とができます。

園
庭
開
放（
月
〜
金
曜
日
）

・地域子育て支援センター	 9:30～ 16:00
・まつやま保育園	 9:00～ 16:00
	 	 15:00～ 16:00
・土塔中央保育所	 9:30～ 16:00
・北園保育所	 	9:30～ 16:00
・わかばのもり保育園	 10:00～ 15:00
・守谷保育園	 	10:00～ 15:00
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2F
http://www.moriya-cac.org/

▼日時　10 月 20 日㈰　※雨天中止
　9:00 出発（8:50 集合）～ 13:00 頃（予定）

▼集合場所　大野地区公民館前（大野小学校内）
　※駐車可能

▼参加費　大人 300 円（当日徴収）、子ども無料

▼昼食　各自、飲み物・おにぎりを持参
　※主催者が豚汁を用意

▼申込・問合先
　市役所生涯学習課　生涯学習G　内線 276

主催：大野地区公民館（館長　高
た か

橋
は し

甚
じ ん

一
い ち

郎
ろ う

氏）
共催：ふるさと大野を語る会（会長　古

ふ る

谷
や

利
と し

一
か ず

氏）

▼ウオーキングコース
　�①大野地区公民館（大野小学校）
出発～②サツマイモ掘り（30 分）
～③天神様～④アクロスモール
（トイレ休憩）～⑤稲子田排水路
～⑥国交省河川事務所（30 分）～⑦守谷 SA
付近の堤防（昼食・豚汁）～⑧守谷 SA（上り線・
野菜村見学）～⑨大野地区公民館

　☆全行程�10km程度（約 3時間半）です。
　☆コースは、一部変更になる場合があります。

　アフリカのニジェール共和国の女性たちの姿を
生き生きと写し出した作品をご覧ください。

主催：（社）コモン・ニジェール

▼写真家　玉
た ま

井
い

誠
せ い

子
こ

氏

▼期間　10 月 28 日㈪～ 11 月 13 日㈬

▼場所　市役所ロビー

今年も展示！ 子ども新聞 ▼期間　　
　10月18日㈮～11月7日㈰

▼展示場所　
　イオンタウン守谷
※作品はインターネット上でもご覧になれます
MOCOぎゃらりぃ http://moriya-cac.org/exhbition

　今年も夏休みの宿題として提出された子ども新
聞を展示します。子どもたちが思い思いのテーマ
を決め、取材・調査し、独特の視点で作られた新
聞は、どれも読み応えがあります。ぜひ、ご覧く
ださい。

▲昨年の様子

先の大戦下、祖国を守ろうと志
願兵となった少年たち。彼らが
体験した「戦争」とはどういう
ものであったか。元少年兵が的
確な史実を語ることによって、
その残虐さと平和の尊さ、あり

がたさを今の時代に伝えます（写真は当時の通信
兵募集の広告）。

▼講師　　大
お お

口
ぐ ち

光
み つ

威
た け

�氏
　　　　　（元村松陸軍少年通信兵学校生徒）

▼日時　　10 月 27 日㈰ 10:30 ～ 12:00

▼場所　　市民活動支援センター会議室

▼聴講料　無料

▼定員　　先着 50 人

▼申込・問合先
　宮本　090－5513－4860 ／毛利　090－2495－2678

守谷稲門会市民講座
みんな 16、17 歳で死んだ ～ 歴史に学ぶ、戦争の実態と平和への思い ～

主催：守谷稲門会
後援：市教育委員会

秋のふれあいウオーキング

写真展「二ジェールのおんなのこ」開催
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▼
日
時���

11
月
21
日
㈭
午
前
10

時
～
午
後
１
時
▼
会
場���

郷
州

公
民
館
調
理
室
▼
募
集
人
数���

12
人
※
超
過
の
場
合
抽
選
▼
参

加
費���

５
０
０
円
▼
メ
ニ
ュ
ー���

鶏
肉
の
ハ
ニ
ー
マ
ス
タ
ー
ド
焼

き
ほ
か
２
品
▼
持
参
品���

エ
プ

ロ
ン
・
三
角
巾
・
手
拭
タ
オ
ル
・

���

７
色
キ
ャ
ン
ド
ル
・
デ
ィ
ッ

ピ
ン
グ
キ
ャ
ン
ド
ル
・
ア
ロ
マ

キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
り
ま
す
。

▼
日
時���

11
月
17
日
㈰
午
前
10

時
～
11
時
30
分
▼
会
場���

郷
州

公
民
館
美
術
工
芸
室
▼
募
集

人
数���

10
～
20
人
※
超
過
の
場

合
抽
選
▼
参
加
費���

７
０
０
円

▼
持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
筆

記
用
具
▼
講
師���

鈴す
ず

木き

博ひ
ろ

之ゆ
き

氏

（
大
成
女
子
高
校
）
▼
申
込
締

切���

11
月
４
日
㈪
必
着

▼
日
時���

10
月
16
日
㈬
午
前
10

時
～
正
午
▼
会
場���

中
央
公
民

館
ホ
ワ
イ
エ
※
修
理
当
日
か
事

前
に
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
持
参

▼
修
理
費���

無
料
（
購
入
部
品

は
実
費
負
担
）
▼
取
り
扱
え
な

い
物���

一
般
家
電
、エ
ア
ガ
ン
、

ゲ
ー
ム
ボ
ー
イ
、
パ
ソ
コ
ン
関

連
、
そ
の
ほ
か
直
接
１
０
０
ボ

ル
ト
電
源
に
つ
な
ぐ
も
の

▼
問
合
先

中
央
公
民
館
☎
48
・
６
７
３
１

▼
日
時
・
会
場���

10
月
15
日
㈫

午
前
11
時
15
分
～
正
午
郷
州
公

民
館
、
25
日
㈮
午
前
10
時
30
分

～
11
時
15
分
中
央
公
民
館
、
30

日
㈬
午
後
１
時
30
分
～
２
時
15

分
中
央
公
民
館
▼
募
集
人
数���

各
日
20
人
前
後
※
先
着
順
／
当

日
受
付
▼
参
加
費���

無
料
▼
持

参
品���

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
ス

���

楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時���

10
月
21
日
㈪
午
後
１

時
30
分
～
２
時
30
分
▼
会
場���

北
守
谷
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
人
数���

30
人
※
先
着
順
／
当

日
受
付
▼
参
加
費���

無
料
▼
持

参
品���

室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み

物
、
タ
オ
ル
▼
服
装���

運
動
の

で
き
る
服
装

▼
問
合
先

中
央
公
民
館
☎
48
・
６
７
３
１

布
巾
・
米
半
合
・
飲
み
物
・
筆

記
用
具
▼
講
師			

市
食
生
活
改

善
推
進
員
▼
申
込
締
切			

11
月

14
日
㈭
必
着

■
①
～
②
共
通
申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
講
座
名
・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、

各
講
座
締
切
日
必
着
で
郵
送
、

ま
た
は
窓
口
に
返
信
用
は
が
き

を
持
参
し
て
申
し
込
む

■
①
～
②
共
通
申
込
・
問
合
先

中
央
公
民
館
☎
48
・
６
７
３
１���

〒
３
０
２

－

０
１
１
０

守
谷
市
百
合
ケ
丘
２

－

２
５
４

０

－

１

���

今
、
大
流
行
の
ス
ト
リ
ー
ト
ダ

ン
ス
を
楽
し
く
学
ん
で
み
よ
う
。

▼
内
容���

ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス

の
基
本
（
リ
ズ
ム
取
り
や
簡

単
な
ス
テ
ッ
プ
、
振
り
付
け
）

▼
日
時���

11
月
９
日
㈯
午
後
１

時
～
３
時
▼
会
場���

大
野
地
区

公
民
館
講
堂
▼
募
集
人
数���

市

内
在
住
の
小
学
生
10
人
※
超
過

の
場
合
抽
選
▼
講
師���

Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
Ｄ
Ａ
Ｓ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
▼
参
加
費���

無
料
▼
持
参

品���
室
内
用
靴
、
タ
オ
ル
、
飲

���

幼
児
期
か
ら
小
学
校
低
学
年

の
子
育
て
に
つ
い
て
、
豊
富
な

事
例
を
も
と
に
学
び
ま
す
。

▼
日
時　

11
月
18
日
㈪
午
前
10

時
30
分
～
正
午
▼
会
場���

北
守

谷
公
民
館
会
議
室
▼
募
集
人
数���

40
人
※
先
着
順
▼
参
加
費���

無

料
▼
講
師���

小お

倉ぐ
ら

洋よ
う

子こ

氏
（
元

つ
く
ば
市
社
会
教
育
指
導
員
・

社
会
福
祉
主
事
）
▼
申
込
期
間���

10
月
25
日
㈮
～
11
月
15
日
㈮

▼
申
込
方
法���

電
話
ま
た
は
窓

口
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先

中
央
公
民
館
☎
48
・
６
７
３
１

ト
レ
ッ
チ
マ
ッ
ト
（
あ
る
方
）

▼
服
装���

運
動
の
で
き
る
服
装

▼
問
合
先

中
央
公
民
館
☎
48
・
６
７
３
１

み
物
▼
申
込
方
法���

10
月
31
日

㈭
ま
で
に
電
話
ま
た
は
窓
口
で

申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先

市
役
所
生
涯
学
習
課���

生
涯
学

習
Ｇ���

内
線
２
７
６

▼
日
時���

10
月
20
日
㈰
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分
▼
会
場���

取
手
市
永
山
公
民
館
▼
参
加

費���

７
０
０
円（
教
材
費
別
途
）

▼
後
援���

市
教
育
委
員
会

▼
日
時���

10
月
27
日
㈰
午
前
10

時
～
正
午
▼
会
場���

取
手
市

福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
（
取
手

市
役
所
敷
地
内
）
▼
参
加
費���

１
０
０
０
円
（
教
材
費
別
途
）

▼
後
援���

市
教
育
委
員
会

■
①
②
共
通
申
込
方
法

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
で
申
し
込
む

■
①
②
共
通
申
込
・
問
合
先			

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
次
世
代
教
育
セ
ン

タ
ー
事
務
局

０
９
０・３
１
３
７・５
５
１
１

０
２
９
７
・
78
・
７
３
１
０

jisedai@
jcom

.hom
e.ne.jp

②
今
日
か
ら
で
き
る
減
塩
料
理   

﹁
賢
く
・
お
い
し
く
塩
分
減
ら

そ
う
！
﹂ 

参
加
者
募
集

①
手
作
り
キ
ャ
ン
ド
ル
教
室

 
参
加
者
募
集

10
月
の
守
谷
お
も
ち
ゃ
病
院

子
育
て
講
座
﹁
生
活
の
リ
ズ
ム
・

心
の
リ
ズ
ム
﹂ 

参
加
者
募
集

10
月
の
筋
ト
レ
＆
シ
ェ
イ
プ
ト

レ
ー
ニ
ン
グ 

参
加
者
募
集

10
月
の
気
軽
に
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

 

参
加
者
募
集

◎
守
谷
市
公
民
館
事
業

大
野
地
区
公
民
館

子
ど
も
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
体

験
教
室 

参
加
者
募
集

①
子
ど
も
科
学
も
の
づ
く
り
塾

静
電
気
モ
ー
タ
ー
を
作
ろ
う
！

 

参
加
者
募
集

②
子
ど
も
お
も
し
ろ
英
語

バ
ー
チ
ャ
ル
体
験
・
英
語
に
よ

る
読
み
聞
か
せ
等

 

参
加
者
募
集
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▼日　　時　11 月 24 日㈰ 13:30 ～ 15:00

▼会　　場　高野公民館　集会室 1

▼募集人数　�市内在住の方 25 人　※超過の場合抽選（結果は電話にて連絡。
申し込み時に連絡のつきやすい電話番号をご連絡ください。）

▼講　　師　守谷山百合の会会員

▼参 加 費　1,500 円（球根、用土、鉢代等）

▼持 参 品　軍手、スコップ

▼主　　催　守谷山百合の会、高野公民館

▼申込方法　10 月 31 日㈭までに電話または窓口で申し込む
　　　　　　（申し込み時に過去の講習会への参加の有無をお知らせください。）

▼申込・問合先　高野公民館　☎ 45－5411

▼日 時　11 月 3 日（日・祝） 13:10 開場／ 13:30 開演

▼会 場　中央公民館

▼主 催　音の泉

▼後 援　市教育委員会ほか

▼問 合 先　沢崎　☎ 45－8370

市民協働事業「山百合の鉢植え栽培講習会」 参加者募集

～市の花「山百合」の育て方を学び、
家庭で大輪の花を咲かせ、来年 7 月の第 3 回山百合展示会に出展しよう～

　霊峰富士を仰ぎ見る金時山を歩きませんか。　　　　　

▼期 日　11 月 16 日㈯

▼集合場所　市役所庁舎前駐車場（5:00 出発）

▼参 加 費　6,000 円（バス代、保険代等）

▼募集人数　市内在住の方 20 人（健脚な成人）※超過の場合抽選

▼主 催　市体育協会登山・ハイキング部

▼申込方法　�10月31日㈭までに電話またはFAX（住所・氏名・年齢・
電話番号を記載）で申し込む

▼申込・問合先　市体育協会登山・ハイキング部事務局
　　　　　　　　市川　☎ 45－3557 ／ 090－4072－3835
　　　　　　　　草間　☎ 45－2356 ／ 090－1530－9798

参加者募集市体育協会主催　第16回市民ハイキング（日帰り）

第13回音の泉オータムコンサート 入場無料

市体育協会主催　第16回市民ハイキング（日帰り）

広報もりや2013.10.10 20



至

第30回記念大会　守谷ハーフマラソン　市民優先募集

11月1日㈮～8日㈮の9:00～17:00　生涯学習課窓口のみで受付（土・日曜日、祝日も受付）
主催　守谷市体育協会／茨城陸上競技協会

　来年2月2日㈰に開催する守谷ハーフマラソンは、昨年同様、最初に市民の皆さんを受付し、
その後市外の参加者を募集します。希望される方は、この時期に忘れずにお申込みください。
※今回優先募集の対象は、「市内在住・在勤・在学者」の方のみ

●開催日
　平成 26 年 2 月 2 日㈰
　受　付　7:00 ～ 9:00�
　開会式　8:30 ～
●参加資格　
　小学生以上の男女
　※�ハーフマラソンは高校生以
上、また下記の制限タイム
で走れる方

　ハーフマラソン 2時間 15 分
　5㎞　38 分　　3㎞　22 分
　2㎞　16 分
●定　員
　ハーフマラソン　3,800 人
　5㎞　1,000人　　3㎞　500人
　2㎞　��700人
●参加費
　一般・高校生　4,000 円
　小・中学生　　2,000 円
　※�申込後の参加費の返金は、
一切行わない

●参加賞
　オリジナルボディバッグ
●表　彰
・全部門
　1～ 3位　賞状・記念品
　4～ 6位　賞状
　※�ハーフマラソン総合上位入
賞者男女各 1人並びに市内
在住の総合上位入賞者男女
各 1 人と市内在住 50 歳以
上の上位入賞者 1人を平成
26 年 12 月の NAHA マラ
ソンへ招待

・第30回記念大会表彰
　　�今大会のハーフマラソン
で完走した守谷市在住者
5 人を平成 26 年 12 月の
NAHAマラソンへ招待

　　�（対象者は大会規定に基づ
きレース前に発表）

●申込期間
　11 月 1 日㈮～ 8日㈮
　※�各種目定員になり次第締め
切り

●申込方法
　�生涯学習課窓口で参加費を添
えて申し込む
●申込用紙設置場所
　�生涯学習課、中央・郷州・高
野・北守谷の各公民館、保健
センター、文化会館
●NAHAマラソン派遣について
　�ハーフ男子・女子の市内在住
最上位者、ハーフ 50 歳以上
市内在住最上位者（過去の派
遣累積回数が 3回以上、また
は 2大会連続出場に該当する
方は除外）
●申込・問合先
　市役所生涯学習課内
　「守谷ハーフマラソン事務局」
　内線 278

●種目

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
部

1 部 男子陸連登録者の部
2部 女子陸連登録者の部
3部 男子 39 歳以下
4部 男子 40 歳～ 49 歳
5 部 男子 50 歳～ 59 歳
6 部 男子 60 歳～ 69 歳
7 部 男子 70 歳以上
8部 女子 39 歳以下
9部 女子 40 歳～ 49 歳
10部 女子 50 歳以上

5
㎞
の
部

11部 男子 39 歳以下
12部 男子 40 歳以上
13部 女子 39 歳以下
14部 女子 40 歳以上
15部 中学生男子
16部 中学生女子

3
㎞
の
部

17部 男子
18部 女子
19部 小学 5･6 年生男子
20部 小学 5･6 年生女子

2
㎞
の
部

21部 小学 3･4 年生男子
22部 小学 3･4 年生女子
23部 小学 1･2 年生男子
24部 小学 1･2 年生女子

※�陸連登記登録者のうち「陸連
登録者の部」にエントリーさ
れた方は、年齢別での表彰対
象にはなりません

広報もりや2013.10.1021



◆資料の検索はホームページから（パスワード登録すると、予約・貸出状況の照会や予約申込もできます）
パソコン　http://www.lib.moriya.ibaraki.jp/　　携帯電話　https://mobile.lib.moriya.ibaraki.jp/

10月の児童テーマ棚「ふく（服）」

としょかんへいこう！ 中央図書館
守谷市大柏937－2
☎ 4 5－ 1 0 0 0
　 4 5－ 7 5 0 0

「図書館まつり」のお知らせ

バ ス と 徒 歩 で 巡 る 守 谷 の 名 所 － 寺 社 編 Ⅳ －

季節は秋、読書の秋です。

中央図書館でも、恒例の「図書館まつり」を開催します。

皆さんでお誘いあわせの上、どうぞお気軽にご来館ください。

▼日　　時　11 月 7 日㈭ 9:30 ～ 12:00

▼定　　員　先着 40 人�事前申込

▼対　　象　市内在住の方　
　　　　　　※�バスを降車後、訪問場所まで 15 分程度自力で

歩ける方

▼訪問場所　西光寺（大柏）、正安寺（野木崎）

▼内　　容　住職または講師（中央図書館副館長）による説明

 

上
う え

橋
は し

菜
な

穂
ほ

子
こ

さ ん 講 演 会　『 物 語 と 歩 い て き た 道 』
　守り人シリーズや獣の奏者シリーズなどファンタジー小説で人気の上橋菜穂子さんがやってき
ます！　この機会、ファンの方はお見逃しなく！！！　まだ読んだことがないという方は、ぜひ
読んでみてください。

▼日　　時　11 月 10 日㈰　14:00 ～ 15:30

▼会　　場　中央図書館 3階　視聴覚室

▼対　　象　市内在住・在勤・在学者

▼定　　員　先着 60 人�事前申込

▼講　　師　上橋菜穂子氏
　　　　　　�1962 年東京都生まれ。現在、川村学園女子大学児童教育学科教授。専攻は文化人

類学で、オーストラリアの先住民アボリジニを研究。
　　　　　　�1989 年に『精霊の木』でデビュー。代表作である『精霊の守り人』『獣の奏者』は

NHKでアニメ化され、小学生から大人まで幅広い層に人気です。
　　　　　　�また、世界中で翻訳出版が進んでおり、アメリカ、フランス、ドイツ、スウェーデ

ン、韓国、タイ、台湾など多くの国々で読まれています。
※上橋さんの本をお持ちいただいた方には、サインをします！（1人 1冊　先着 50 人）

広報もりや2013.10.10 22



休館日　　毎週月曜日、10 月 15 日㈫、11 月 5 日㈫
　　　　　※ 10 月 14 日㈪、11 月 4 日㈪は開館
　　　　　※ 10 月 9 日㈬、11 月 13 日㈬は公民館図書室のみ休室
　　　　　※ 10 月 31 日㈭、11 月 29 日㈮は中央図書館のみ休館

開館時間　中央図書館　　　　10:00 ～ 18:00　※木曜日は 13:00 ～ 18:00
　　　　　各公民館図書室　　　9:30 ～ 16:30

10・11月

リサイクルブックフェア（有料・無料）

手 袋 の 人 形 作 り 講 習 会

おはなし会（絵本・紙芝居など）
　複数冊あり不用となった本や保存期限の切れた
雑誌などを配布します。

▼日　　時　11 月 2 日㈯ 有料
　　　　　　11 月 3 日㈰無料
　　　　　　10:00 ～ 16:00

▼会　　場　中央図書館 3階　視聴覚室ほか

▼対　　象　市内在住・在勤・在学の方

▼配布資料　一般書、児童書、雑誌

▼配布冊数　1人につき 15 冊以内

▼料　　金　11 月 2 日㈯のみ 1冊 100 円
お願い
　●当日は先着順となります
　●混雑時には、入場制限をします
　●精算後の返品・交換は一切お断りします
　●お持ち帰り用の袋をご持参ください
　●小銭をご用意願います（有料時）

　毎年好評の手袋を使った人形作り。
　今年は「おさるさん」を作ります。

▼日　　時　11 月 4 日㈪ 13:00 ～ 15:00

▼会　　場　中央図書館 3階　集会室 1

▼定　　員　先着 20 人�事前申込

▼対　　象　小学 5年生以上の方

▼内　　容　「おさるさん」の手袋人形作り

▼材 料 費　300 円　※当日徴収　有料

▼持 参 品　裁縫道具

▼協　　力　図書館と歩む会

ピーナッツの「おさるさん」をつくろう！
▼日　　時　11 月 9 日㈯ 11:30 ～ 12:00

▼会　　場　中央図書館　児童フロア

▼定　　員　当日先着 30 人

▼協　　力　ヴェルデ

大人のための図書館見学ツアー
　一般の方を対象に、中央図書館の館内見学ツ
アーを行います。普段、一般の方が入ることので
きない閉架書庫の見学もあります。

▼日　　時　10 月 27 日㈰ 10:30 ～ 12:00

▼会　　場　中央図書館 3階　視聴覚室ほか

▼対　　象　高校生以上の方

▼定　　員　20 人�※超過の場合抽選�事前申込

※有料の記載があるイベント以外は、全て無料
※	事前申込の記載があるイベントは、10月 18
日㈮10:00から受付開始

◎申込方法　�中央図書館の窓口または電話で申し
込む

◎申込・問合先　中央図書館　☎ 45－1000

▼日　　時　10 月 30 日㈬ 11:00 ～ 11:30

▼会　　場　中央図書館 1階�おはなしのへや

こぐまのおうち　

▼日　　時　11 月 8 日㈮ 11:00 ～ 11:30

▼会　　場　中央図書館 1階�おはなしのへや

おはなししゃぼんだま

▼日　　時　11 月 9 日㈯ 11:00 ～ 11:30

▼会　　場　中央図書館 1階�おはなしのへや

お話まつぼっくり

10 月 27 日㈰～ 11月 9 日㈯は、読書週間です。
今年の標語「本と旅する　本を旅する」
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「
第
５
回
市
民
提
案
型
協
働

事
業
」
の
ア
イ
デ
ア
募
集
を
行

い
ま
す
。

　

守
谷
市
民
の
幸
せ
っ
て
何
だ

ろ
う
。
守
谷
の
将
来
に
残
せ
る

も
の
、
託
せ
る
も
の
は
何
だ
ろ

う
。
そ
の
答
え
を
見
つ
け
出
す

プ
ロ
セ
ス
こ
そ
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
事
業
の
始
ま
り
で
す
。

　

平
成
21
年
の
「
市
民
提
案
型

協
働
事
業
発
表
会
」
で
提
案
さ

れ
た
「
市
民
大
学
創
設
ア
イ
デ

ア
」
は
、
市
の
事
業
と
し
て
正

式
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
昨
年
の

10
月
に
「
も
り
や
市
民
大
学
」

と
し
て
開
校
し
ま
し
た
。

　

市
民
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行
政
が
共
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き
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協
働
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夢
が
、
数
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で

き
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よ
う
に
な
る
に
は
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互

い
の
粘
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強
い
努
力
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要
で

す
が
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可
能
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が
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ん
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い

る
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確
か
で
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。

▼	

対
象
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業
（
事
業
実
施
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度

は
平
成
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降
）
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提
案
者
と
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組
む
こ
と
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り
、
地
域
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課
題
解
決
が
図
ら
れ
る
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業
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守
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値
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創
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と
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市
民
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度

が
高
め
ら
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る
、
ま
た
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体
的
な
効
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が
期
待
で
き
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事
業

・�

実
施
を
前
提
と
し
た
事
業
で
、

提
案
者
・
団
体
が
実
施
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
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業
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学
生
（
小
学
生
～
大
学
生
）

の
提
案
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い
て
は
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実
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を
前
提
と
し
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い
な
く
て
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（
夢
の
あ
る
提
案
に
は
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表
彰
を
予
定
）

▼
応
募
説
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月
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日
㈰
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時
～
正
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民
活
動
支
援
セ
ン
タ
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フ
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ー
ス
ペ
ー
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▼
応
募
対
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市
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す
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ボ
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テ
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ア
グ
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ー
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市
民
活

動
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
自

治
会
・
企
業
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ど
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団
体
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協
働
の
ま
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づ
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あ
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内
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・
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勤
）
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守
谷
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未
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る
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生

（
市
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・
在
学
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▼
提
出
書
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�
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民
提
案
型
協
働
事
業
提
案

書
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働
事
業
収
支
予
算
書
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協
働
事
業
団
体
概
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協

働
事
業
個
人
概
要
書
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守
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未
来
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書
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学
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取
得

▼
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月
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時
必
着

▼
市
民
提
案
型
協
働
事
業
発
表
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�

平
成
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年
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９
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に
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交
流
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プ
ラ
ザ
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市
民
ギ
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ラ
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ー
で
開
催
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り
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▼
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案
型
協
働
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会
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会

▼
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守
谷
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内
線
１
３
２

・
市
民
活
動
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援
セ
ン
タ
ー　

　

☎
46
・
３
３
７
０

あいさつ運動キャンペーン実施！（守谷地区）
　守谷地区では、「住み慣れた地域で、誰もが安
心して暮らすことができるよう、地域住民が主体
となってすすめる地域づくり、支え合いづくり」
を目指し、「活動のはじまりはあいさつから」を
モットーに取り組みを始めています。
　6月に引き続き、10 月 21 日㈪から 25 日㈮まで
を「あいさつ運動強化週間」として守谷地区を５
つのブロックに分け、それぞれの場所でのぼりや
腕章を使いキャンペーン活動を展開します。
　住民同士が声を掛けあうことで、地域がつなが
り、地域活動に参加するきっかけづくりとなるこ
とを目的としています。ご協力をお願いします。
※�各ブロックのキャンペーン場所については、実
施前にチラシ配布予定

　北守谷地区では、5月から7月の日曜日に開催し
た「どこでも茶屋ぶらぶら亭」を再開しました。茶
屋では、コーヒー、麦茶、ジュース等を販売し、地
域の皆さんの交流の場として、毎回100人以上の方
にお越しいただきました。散歩に適した季節になり
ました。皆さん、お気軽にお立ち寄りください。
○日時　12 月 1 日までの各日曜日 10:00 ～ 16:00
�������　��※雨天中止
○場所　北守谷遊歩道（大山公園あずま屋付近）

北守谷遊歩道「どこでもぶらぶら亭」再開！（北守谷地区）

地域福祉計画で地域の絆を深めよう！

デ
キ
ル
コ
ト
か
ら
始
め
よ
う
！

私
た
ち
の
ま
ち
づ
く
り

市
民
の
皆
さ
ん
の

協
働
事
業
ア
イ
デ
ア
を

募
集
し
ま
す
!!

▲第4回市民提案型協働事業発表会

●問合先　（北守谷・守谷地区共通）　市社会福祉協議会　☎48－0088
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　普段の生活の場での災害を想定し、地域で助け
合うための環境を整え、地域住民の防災行動力の
向上を目的として、自治会ごとの発災対応型の防
災訓練を実施しました。
　当日は 36 団体が参加し、避難所での情報収集
訓練・負傷者への応急救護などの仮想被害への対
処訓練を行いました。

発 災対応型防災訓練を実施！
市防災訓練（9月 1日）

　多年にわたり、市の発展にご尽力いただいてい
る方に感謝し、長寿を祝う守谷市敬老会を常総運
動公園体育館で開催しました。皆さんが長年の知
識と経験を社会に役立てていただいていることに
感謝し、お元気でいることを願っています。

い つまでもお元気で…
市敬老会（9月 14日）

　当日は台風が近づく中、百合ケ丘地内に市消防
団員約 240 人が結集し、日ごろの訓練の成果を発
揮しました。競技会では出場団員の無駄のない俊
敏性と、規律や節度、そして士気を競いました。
応援席からは歓声が上がり、会場は大いに盛り上
がりをみせました。

自 らの手で地域を守る！
市消防団消防ポンプ操法競技大会（9月 15日）

　長寿 100 歳のお祝いとして、祝金と記念品を
直接お渡しするため、市内在住で今年度 100 歳
を迎えた方、また迎える 4人の方を市長が訪問し
ました。皆さん、おめでとうございます。

祝 100 歳！
高齢者祝金贈呈訪問

飯
い い

川
か わ

タエさん（左上）、長
は

谷
せ

川
が わ

浦
う ら

次
じ

さん（右上）、
宮
み や

本
も と

敏
と し

子
こ

さん（左下）、中
な か

村
む ら

とよさん（右下）

●まちの話題を写真記事でお届けします
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※問合先のＧはグループの略表記
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休日・夜間緊急診療所
取手医師会病院（小児科除く）
☎0297－78－6111

JAとりで総合医療センター（小児科：水曜日除く）
☎0297－74－5551

総合守谷第一病院（小児科：水曜日）
☎45－5111

人口と世帯数
平成 25 年 9 月 25 日現在

前月比
世　帯 24,542戸 ＋11（戸）
人　口 64,304人 ＋46（人）

男 32,454人 ＋17（人）
女 31,850人 ＋29（人）

昨年同月人口� 63,877人

11月のし尿収集日
日 区　　　分

５ ６ ７ 大井沢地区
111213 大野地区
151819 高野、乙子、南守谷地区
2122 － 原、原本町、北園
2526 － 小山、奥山新田、奥山本田、
2829 辰新田、同地、赤法花

粗大ごみ収集日
申 込 日 収 集 日

10/ 7 ～ 10/11 10/21
10/21 ～ 10/25 11/ 4
11/ 5 ～ 11/ 8 11/18

●携帯版「もりやクリーンカレンダー」
http://mobile.city.moriya.ibaraki.jp/clean/

メールもりやに登録を！

・イベント情報
・防犯・防災情報
・火災発生情報
・選挙情報

市 の 情 報 を メ ー ル で 配 信
http://mm.city.moriya.ibaraki.jp/mobile/

◆主な内容◆

※問合先のＧはグループの略表記

ヘルシー保健師だより　　　Vol.76

　ウイルスや細菌などの病原体が原因となって発症する病気を
「感染症」といいます。人から人へうつるもの（風疹ウイルスや
サイトメガロウイルスなど）もありますが、土いじりやペット
のふんなどからうつる（トキソプラズマなど）危険もあり、注
意が必要です。誰でもうつる可能性はありますが、特に妊婦の
方が感染して、おなかの中の赤ちゃんが重大な病気になることがあ
るので、赤ちゃんとお母さんの感染予防対策５か条を紹介します。
①妊娠中は家族、産後は自分にワクチン接種で予防！
　風疹は、妊娠中に感染すると、胎児が先天性風疹症候群を起
こすことがあります。
　風疹、麻疹、水ぼうそう、おたふくかぜは、ワクチンで予防
できますが、妊娠中はワクチンを接種できません。妊婦検診で
風疹抗体を持っていない、あるいは抗体の値が低いことがわかっ
た場合は、同居の家族に麻疹風疹混合ワクチンを接種してもら
いましょう。
②手を良く洗いましょう！
　手洗いは感染症予防に重要です。特に、食事の前にしっかり
洗いましょう。調理時に生肉を扱うとき、ガーデニングをする
とき、動物（猫など）のふんを処理するときなどは、使い捨て
手袋を着けるか、丁寧に手を洗いましょう。
③体液に注意！
　尿、だ液、体液などには感染の原因となる微生物が含まれるこ
とがあります。ご自分のお子さんのおむつでも、使い捨ての手袋
を着けて処理するか、丁寧に手を洗いましょう。また、家族でも
歯ブラシ等は共有せず、食べ物の口移しはやめましょう。
④しっかり加熱したものを食べましょう！
　生肉（火を十分に通していない肉）、生ハム、サラミ、加熱し
ていないチーズなどは感染の原因となる微生物が含まれること
があります。妊娠中は食べないようにしましょう。また、生野
菜はしっかり洗いましょう。
⑤人混みは避けましょう！
　風疹、インフルエンザなどの飛沫で感染する病気が流行して
いるときは、人混みを避け、外出時にはマスクを着用しましょう。
　子どもはいろいろな感染症にかかりやすく、子どもを介して
感染する病気もあります。特に、熱や発疹のある子どもには注
意しましょう。
� （日本産婦人科学会より）
　妊婦の方だけでなく、家族や周りの人も気を付けて、正しい
知識を身に付け、感染症を防ぎましょう。

妊娠中から気をつけたい感染症
胎児に影響を与える感染症も

10月の納期
・市・県民税�……………3期
・国民健康保険税�………4期
・後期高齢者医療保険料�…4期
・介護保険料�……………4期
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